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このユーザーズマニュアル［3/3］は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元
に置いておくようにしてください。

安全にかかわる表示について
プリンタを安全にお使いいただくために、このユーザーズマニュアル［3/3］の指示に従って操作してくださ

い。

このユーザーズマニュアル［3/3］には装置のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うか、どう

すれば危険を避けられるかなどについて説明されています。

また、装置内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。

ユーザーズマニュアル［3/3］ならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」という用

語を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを
示します。

指示を守らないと、火傷やけがのおそれ、および物的損害の発生のおそれ
があることを示します。

危険に対する注意・表示は次の三種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を持

つものとして定義されています。

警 告 

注 意 

　記号は注意を怠ると、危険が発生するおそれがあることを示します。記号
内の絵表示は危険の内容を図案化したものです。（注意の喚起）

　記号は行為の強制を表します。記号内の絵表示はしなければならない行為の

内容を図案化したものです。危険を避けるためにはこの行為が必要です。（行

為の強制）

　記号は行為の禁止を表します。記号内や近くの絵表示はしてはならない行為

の内容を図案化したものです。（行為の禁止）

（感電注意）

（接触禁止）

（プラグを抜け）



プリンタの電源プラグをコンセント

から抜いてください。火災や感電の

おそれがあります。

プリンタを分解・修理・改造しない

でください。感電や火災のおそれが

あります。

指定された場所には触らないでくだ

さい。火傷・感電などの傷害が起こ

るおそれがあります。

指示を守らないと火傷を負うおそれ

があることを示します。

指示を守らないと、レーザ光による

失明のおそれがあることを示しま

す。

指示を守らないと、毒性の物質によ

る被害のおそれがあることを示しま

す。

ユーザーズマニュアルおよび警告ラベルで使用する
記号とその内容

注意の喚起

指示を守らないと、発煙または発火

のおそれがあることを示します。

指示を守らないと、感電のおそれが

あることを示します。

指示を守らないと、指などがはさま

れるおそれがあることを示します。

行為の禁止

行為の強制



記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。

ご注意

1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
3. NECの許可なく複製・改変などを行うことはできません。
4. 本書は内容について万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあり

ましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。
5. プリンタの機能の一部は使用する環境あるいはソフトウェアによってはサポートされない場合があります。
6. 運用した結果の影響については4項および5項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

©　NEC Corporation 1997

商標について
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ii

当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープロ
グラムの基準に適合していると判断します。

高調波ガイドライン適合品

この装置は、通商産業省通知の家電・汎用品
高調波抑制対策ガイドラインに適合しています。

電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。この装置は家
庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信
障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書にしたがって正しい取り扱いをしてください。

漏洩電流自主規制について
この装置は、社団法人日本電子工業振興協会のパソコン業界基準（PC-11-1988）に適合しています。

電源の瞬時電圧低下対策について
この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策として
は、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。
（社団法人日本電子工業振興協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

海外でのご使用について
この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けておりません。し
たがって、本装置を輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が発生する
ことがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。
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はじめに
このたびはNECのプリンタをお買い求めいただきまして、まことにありがとうございます。

MultiWriter 2200Xは新しい高性能CPUを搭載し、より高速な印刷を可能にしたプリンタです。
また、Windows環境でより簡単に、より快適に使用していただけるNMPS（NEC MultiWriter Printing
System）ソフトウェアを採用しています。このNMPSの機能により、Windowsに対する適応性を高め印刷速
度の高速化やプリンタの状態や印刷の進行状況を確認したり、各種設定をコンピュータ側から行うことがで
きます。

プリンタには3種類のマニュアルが添付されています。

MultiWriter 2200X　ユーザーズマニュアル［1/3］　～プリンタのセットアップ～

プリンタを箱から取り出し、設置し、印刷できるようにコンピュータを準備するま
での手順を説明しています。

このユーザーズマニュアル［3/3］では、MultiWriter 2200Ｘの機能を更に活用していただくために用意されて
いるオプションについて、取り付け方法から設定方法までを説明しています。
また、2200Xの仕様、用紙の規格、印刷範囲、インターフェース仕様など技術的情報についても詳しく説明
しています。

本書は再セットアップする際に必要です。「保証書」や「NECサービス網一覧表」と共に大切に保管
してください。

重要 

MultiWriter 2200X　ユーザーズマニュアル［2/3］　～プリンタ・ユーティリティの操作～

プリンタの機能を活用していただくための操作、日常の保守、正しく動作しない場
合の対処方法を説明しています。

MultiWriter 2200X
ユーザーズマニュアル［1/3］

MultiWriter 2200X
ユーザーズマニュアル［2/3］

MultiWriter 2200X
ユーザーズマニュアル［3/3］

MultiWriter 2200X　ユーザーズマニュアル［3/3］　～オプションと技術情報～

プリンタに取り付けると便利なオプションの種類と取り付け方や用紙の規格と印刷
範囲などの技術情報について説明しています。
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本書の読み方
1章 安全にお使いいただくために

プリンタを正しく取り扱っていただくために、特に重要な注意事項について説明しています。注意
事項の内容をよく読んで、ご理解いただき、プリンタの機能を十分に活用してください。

2章 オプションと消耗品

プリンタの機能を更に活用していただくため、豊富に用意されたオプションと消耗品について説明
しています。オプションの取り付け方から設定方法までより詳しく説明しています。

3章 技術情報

プリンタの仕様、用紙の規格、印刷範囲、インタフェース仕様など技術的情報について詳しく説明
しています。

本文中で使用の記号の意味

このユーザーズマニュアル［3/3］では、表紙裏の「安全にかかわる表示について」で説明した記号のほかに、本
文中で次の3種類の記号を使っています。それぞれは次のように定義されています。

記号 内　容

プリンタを使用する際に知っておくと便利なことや参考になることを記載して
います。

プリンタを使用する際に守っていただきたいこと、およびプリンタを正しく動
作させるための注意事項や補足説明を記載しています。

重要 

チェック 

✔

ヒント 

✎

マニュアルに記載されている注意事項および指示を守らないと、プリンタ本体
が損傷する恐れがあることを示しています。
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1 安全にお使い
いただくために

警告ラベルについて
MultiWriter 2200Xプリンタ内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けら
れています。これはプリンタを操作する際、考えられる危険性を、常にお客様に意識していた
だくためのものです。

もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどして判読不能
な状態であったら、販売店にご連絡ください。

警告ラベルの位置

感 電 注 意  

通電中並びに電源スイ 

ッチ切断後３０秒以内 

には、電源スプリング 

に触れないで下さい。 

感電の恐れがあります。 

 

高温注意 
定着ユニットの周辺は高温に 
なっています。 
ヤケドに注意してください。 

不可視レーザ光出口 
注意ーここから不可視 

レーザ光が出ます。 

ビームを直接見たり 

触れたりしないで下さい。 

　5mW,770̃810mm 

　クラス3Bレーザ製品 

 

警告ラベルについて



2 1章　安全にお使いいただくために

200 V 
 

安全上のご注意
次ページ以降に示す注意事項はプリンタを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の内
容をよく読んで、ご理解いただき、プリンタをより安全にご活用ください。記号の説明については表紙の裏
の説明を参照してください。

オプションを準備する前に

正しい電圧で --------------------------------------------------------------------------------------------------

電源は指定された電圧、電流の壁付きコンセントをお使
いください。指定外の電源を使うと火災や漏電になるこ
とがあります。

ほこり・湿気の多い場所を避ける----------------------------------------------------------------------

� プリンタをほこりの多い場所、給湯器のそばなど湿気
の多い場所には置かないでください。火災になること
があります。

� プラグ部分は時々抜いて、乾いた布でほこりやゴミを
よくふき取ってください。ほこりがたまったままで、
水滴などが付くと発熱し、火災になることがありま
す。

日の当たるところには置かない-------------------------------------------------------------------------

プリンタを窓ぎわなどの直射日光が当たる場所には置か
ないでください。そのままにすると内部の温度が上が
り、プリンタが異常動作したり、火災を引き起こしたり
するおそれがあります。

プリンタを運ぶときは -------------------------------------------------------------------------------------

プリンタの重量約19kgの重さがあります（EPカートリッ
ジ含まず）。装置側面の取っ手を持ち、装置前面に手をそ
えて二人以上で運んでください。一人で運ぶと腰を痛め
るおそれがあります。

注 意 
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不安定な場所に置かない ----------------------------------------------------------------------------------

プリンタを不安定な場所には置かないでください。けが
や周囲の破損の原因となることがあります。

オプションを取り付けるとき

指定以外の電源コードは使わない----------------------------------------------------------------------

プリンタに添付されている電源コード以外のコードを使
わないでください。電源コードに定格以上の電流が流れ
ると、火災になるおそれがあります。

電源コードをたこ足配線にしない----------------------------------------------------------------------

コンセントに定格以上の電流が流れると、コンセントが
過熱して火災の原因となるおそれがあります。

電源プラグを中途半端に差し込まない ---------------------------------------------------------------

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。
中途半端な差し込みは接触不良の発熱による火災の原因
となるおそれがあります。また中途半端な差し込み部に
ほこりがたまると、水滴などが付いたとき発熱し、火災
になるおそれがあります。

電源コードは曲げたり、ねじったりしない ---------------------------------------------------------

電源コードを無理に曲げたり、ねじったり、束ねたり、
ものを載せたり、はさみ込んだりしないでください。ま
たステップル等で固定することもおやめください。コー
ドが破損し、火災や感電の原因となるおそれがありま
す。

注 意 

安全上のご注意

指定外
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取り付け後および操作中

プリンタの内部をのぞかない ---------------------------------------------------------------------------

このプリンタはレーザ（レーザダイオード）を使用していま
す。電源がONになっているときに内部をのぞいたり、鏡
などを差し込んだりしないでください。万一、レーザ光
が目に入ると失明するおそれがあります（レーザ光は目に
見えません）。

分解・修理・改造はしない ------------------------------------------------------------------------------

ユーザーズマニュアルに記載されている場合を除き、分
解したり、修理・改造を行ったりしないでください。プ
リンタが正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火
災の原因となるおそれがあります。

煙や異臭、異音がしたら ---------------------------------------------------------------------------------

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電
源スイッチをOFFにして電源プラグをコンセントから抜
いてください。その後販売店にご連絡ください。そのま
ま使用すると火災の原因となるおそれがあります。

針金や金属片を差し込まない ---------------------------------------------------------------------------

通気孔などのすきまから金属片や針金などの異物を差し
込まないでください。感電のおそれがあります。

警 告 
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こわれた液晶ディスプレイには触らない ------------------------------------------------------------

操作パネルの液晶ディスプレイ内には人体に有害な液体
があります。壊れた液晶ディスプレイから流れ出た液体
が、万一、口に入った場合は、すぐにうがいをして、医
師に相談してください。また、皮膚に付着したり、目に
入ったりした場合は、すぐに流水で15分以上洗浄して、
医師に相談してください。

雷が鳴りだしたら触らない -------------------------------------------------------------------------------

火災・感電の原因となります。雷が発生しそうなときは
電源プラグをコンセントから抜いてください。また雷が
鳴りだしたらケーブル類も含めて装置には触らないでく
ださい。

プリンタ内に水や異物を入れない----------------------------------------------------------------------

プリンタ内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物
を入れないでください。火災や感電、故障の原因となり
ます。もし入ってしまったときは、すぐ電源をOFFにし
て、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解
したりしないで販売店に連絡してください。

電源コードに薬品類をかけない-------------------------------------------------------------------------

電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないでくださ
い。コードの被覆が劣化し、感電や火災の原因となるこ
とがあります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない ------------------------------------------------------------

お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。また、ぬれた手で抜き差しをしないでください。
感電することがあります。

コードを引っ張らない -------------------------------------------------------------------------------------

電源プラグを抜くときは必ずプラグ部分を持って行って
ください。コード部分を引っ張るとコードが破損し、火
災や感電の原因となるおそれがあります。

注 意 

安全上のご注意



6 1章　安全にお使いいただくために

損傷した電源コードは使わない-------------------------------------------------------------------------

損傷した電源コードはすぐ同じものと取り替えてくださ
い。損傷部分を補修してお使いにならないでください。
ビニールテープなどで補修した部分が過熱し、火災や感
電の原因となるおそれがあります。

高温注意 --------------------------------------------------------------------------------------------------------

プリンタの内部には、使用中に高温になる定着ユニット
という部品があります。カバーを開けて作業する場合
は、十分に冷めてから行ってください。

巻き込み注意 --------------------------------------------------------------------------------------------------

プリンタの動作中は用紙挿入口に手や髪の毛を近づけな
いでください。髪の毛を巻き込まれたり、指をはさまれ
たりしてけがをすることがあります。

お子様に注意 --------------------------------------------------------------------------------------------------

EPカートリッジはお子様の手の届かない所に保管してく
ださい。EPカートリッジに入っているトナーが、目や口
等に入ったりすると健康を損なうことがあります。
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2 オプションと
消耗品

次ページに内蔵／装着オプション一覧のイラストがありますので、取り付け位置をご確認くだ
さい。

� 増設ホッパ（250）（PR2200X-02）
� 増設ホッパ（500）（PR2200X-03）
� 増設カセット（250）（PR2200X-04）
� 増設カセット（500）（PR2200X-05）
� 赤外線通信インタフェースボード（PC-PR-R01）
� 赤外線通信インタフェースアダプタ（PC-CA291）
� プロッタエミュレーションボード（PR2200X-06）
� マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L01）
� マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L02）
� 増設RANサブボード
� 漢字アウトラインフォント
� NPDL（Level 2）リファレンスマニュアル（PC-PRNPDL2-RM）

オプションと消耗品
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プロッタエミュレーションボード　31ページ

プロッタHP 7550対応のアプリケーションか
ら印刷することができます。

増設RAMサブボード　42ページ
アウトラインフォントを多用した文章などの印
刷速度を向上させることができます。また、よ
り多くのフォーム登録を可能にしたり、NPDLの
印刷時におけるメモリ不足を解消することがで
きます。
� PC-9821-ME2（8MB）
� PC-9821-ME3（16MB）
� PC-9821-ME4（32MB）

増設ホッパ（250）　13ページ
◇ A3、A4、A5、B4、B5、レター
サイズの用紙をセットできます。

◇ 250枚までセットできます。
◇ 上から2段目、3段目に増設できま

す。

増設ホッパ（500）　13ページ
◇ A3、A4、B4サイズの用紙をセッ
トできます。

◇ 500枚までセットできます。
◇ 上から2段目、3段目に増設できま
す。

赤外線通信インタフェースボード　25ページ
プリンタケーブルを必要とせず赤外線通信
で印刷をすることができます。
� PC-PR-R01（図示）
� PC-CA291

内蔵／装着オプション一覧

漢字アウトラインフォントカード　38ページ
明朝体、ゴシック体の他に、丸ゴシック体、
教科書体、瑞筆行書体のいずれかの書体で印
刷することができます。

マルチプロトコルLANボード　35ページ
LANに接続したり、Macintoshから印刷した
りすることができます。
� PC-PR-L01（10BASE2,10BASE-T, LocalTalk）
� PC-PR-L02（100BASE-TX, 10BASE-T）
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増設ホッパ（500）  (PR2200X-03)

A3、A4、B4の用紙（普通紙）を500枚までセットすること
ができます。PR2000/4R-03、PR2400-03は使用できま
せん。お買い求めの際はご注意ください。

サイズ ： 460（W）×590（D）×120（H）mm
重量 ： 約6kg

オプション
ご購入にあたりましては、お買い上げの販売店またはもよりのBit-INN、NECマイコンショップ
などにお問い合わせください。

増設ホッパ（250） (PR2200X-02)

A3、A4、A5、B4、B5、レターサイズの用紙（普通紙）を
250枚までセットすることができます。
PR2000/4R-02は2200Xでは使用できません。お買い求
めの際はご注意ください。

サイズ ： 460（W）×566（D）×95（H）mm
（A3、B4サイズセット時、最大）
460（W）×491（D）×95（H）mm
（A4、A5、B5、レターサイズセット時、最小）

重量 ： 約5.3kg

増設カセット（250） (PR2200X-04)

2200Xのホッパ、増設ホッパ（250）用の増設カセットで
す。各用紙サイズごとにカセットを用意して、用紙サイズ
を変えるときにカセットごと交換して使用する場合に便利
です。

サイズ ： 387（W）×566（D）×54（H）mm
（A3、B4サイズセット時、最大）
387（W）×491（D）×54（H）mm
（A4、A5、B5、レターサイズセット時、最小）

重量 ： 約1.8kg

増設カセット（500） (PR2200X-05)

増設ホッパ（500）用の増設カセットです。各用紙サイズご
とにカセットを用意して、用紙サイズを変えるときにカ
セットごと交換して使用する場合に便利です。

サイズ ： 387（W）×590（D）×79（H）mm
重量 ： 約2.1kg

オプション
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赤外線通信インターフェースボード (PC-PR-R01)

PC-PR-R01は、プリンタのフロントインタフェースコネ
クタに接続するプラグインタイプのインタフェースボード
です。IrDA規格に準拠した赤外線送信機能を装備し、コン
ピュータとプリンタをワイヤレス（プリンタケーブルを使用
しない）接続することができます。Windows 95環境のみ対
応。

赤外線通信インターフェースアダプタ (PC-CA291)

PC-CA291は、インタフェースケーブルを使ってプリンタ
に接続する外付けタイプのインタフェースアダプタです。
IrDA規格に準拠した赤外線送信機能を装備し、コンピュー
タとプリンタをワイヤレス（プリンタケーブルを使用しな
い）接続することができます。Windows 95環境のみ対応。

プロッタエミュレーションボード (PR2200X-06)

横河ヒューレット・パッカード社のプロッタHP 7550のア
プリケーションから印刷することができるプリンタ内蔵型
のプロッタエミュレーションボードです。RS-232Cインタ
フェースとしても利用できます。
2200XではPR2200X-06以外のプロッタエミュレーショ
ンボードは使用できません。お買い求めの際はご注意くだ
さい。

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L01）

10 BASE2、10 BASE-T、LocalTalkインタフェースを装
備しているプリンタ内蔵型のLANボードです。
PC-PR-L01はNetWare (IPX/SPX)、LANマネージャ
(NetBEUI)、Windows NT (TCP/IP, DLC)、Windows
95、UNIX (TCP/IP(ftp, lpr)）、Macintosh(AppleTalk)の
各ネットワークに対応したマルチプロトコルLANボードで
す。
また別売りの拡張プリンタドライバ（PR2200NW2-21）を
使うとMacintoshからの印刷が可能になります。

マルチプロトコルLANボード （PC-PR-L01）が対応しているネットワーク環境

NetWare: NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J（NDS対応）
Windows NT: Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
LANマネージャ: OS/2 LANマネージャ2.1bおよびOS/2 LANサーバJ3.0
Windows 95: 添付のアプリケーションにより対応
Macintosh: 漢字Talk7.1.x、7.5、7.5.1、7.5.2、7.5.3、7.5.5、7.6（ただし

QuickDraw GXには対応していません）
UNIX: TCP/IP

チェック 

✔
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マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L02）

100 BASE-TX、10 BASE-Tに対応しているプリンタ内蔵
型のLANボードです。
PC-PR-L02はNetWare (IPX/SPX)、Windows NT (TCP/
IP, DLC)、Windows 95、UNIX (TCP/IP(ftp, lpr))の各
ネットワークに対応したマルチプロトコルLANボードで
す。

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L02）が対応しているネットワーク環境

NetWare: NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J（NDS対応）
Windows NT: Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
Windows 95: 添付のアプリケーションにより対応
UNIX: TCP/IP

増設RAMサブボード

ⓦ　PC-9821-ME2（8MB）
ⓦ　PC-9821-ME3（16MB）
ⓦ　PC-9821-ME4（32MB）

PC-9821-ME2、PC-9821-ME3、PC-9821-ME4は、そ
れぞれ8MB、16MB、32MBのRAMを搭載した拡張メモ
リボードです。

アウトラインフォントを多用した文章や、増設ホッパ装着時の印刷速度を向上させることが
できます。また、より多くのフォーム登録を可能にしたり、印刷時におけるメモリ不足を解
消することができます。
PC-9821-ME2、ME3、ME4以外の増設RAMサブボードは2200Xでは使用できませんので
お買い求めの際はご注意ください。

漢字アウトラインフォントカード

ⓦ　丸ゴシック体-M （PC-PRPF-01）
ⓦ　教科書体-M （PC-PRPF-02）
ⓦ　瑞筆行書体-M （PC-PRPF-03）

丸ゴシック体、教科書体、瑞筆行書体の各種フォントを
使って印刷することができます（ESC/Pモードでは効果が
ありません）。

日本語ページプリンタ言語NPDL（Level 2）リファレンスマニュアル

（PC-PRNPDL2-RM）

2200Xの様々な動作を制御する命令およびプログラミング
についての詳しい解説書です。

チェック 

✔

オプション

NPDL(Level 2)

NPDL(Level 2)

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
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重要 

チェック 

✔

消耗品
EPカートリッジ (PR2200X-11)

1個あたり、約6,000ページ*の印刷が可能な標準EPカート
リッジです（2200Xに1個添付されています）。

EPカートリッジ (PR2200X-12)

1個あたり、約12,000ページ*の印刷が可能なEPカート
リッジです。

NECは使用済みEPカートリッジの回収を行っています。EPカートリッジはそのまま捨てない
でお買い求めの販売店にお持ちください。詳しくは販売店またはNECの相談窓口にお問い合わ
せください。

各EPカートリッジの1個あたりの印刷可能ページ数はA4用紙サイズに画像面積比5％の印
刷を行ったときの値です。（ユーザーズマニュアル［2/3］181ページ参照）
印刷用紙サイズ、画像面積比、印刷濃度設定、OPC寿命などの印刷に関する設定の要因に
よって、印刷可能ページ数は、異なります。

2200Xでご使用になれるEPカートリッジはPR2200X-11、PR2200X-12（取っ手が
緑のもの）のみです。他のモデルのEPカートリッジでは代用できませんのでお買い求めの際
はご注意ください。

クリーニングキット （PC-PR601-14）

プリンタの清掃に便利な用具一式が入っています（2200X
には添付されていません）。
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増設ホッパ
2200Xには、大量印刷をサポートするために2種類
の増設ホッパが用意されています。

�　PR2200X-02増設ホッパ（250）
�　PR2200X-03増設ホッパ（500）

ここでは、PR-2200X-02増設ホッパ（250）、PR-
2200X-03増設ホッパ（500）の取り付けから印刷す
るまでの手順と、増設ホッパの取り外し手順につい
て説明します。

手順の流れは次のとおりです。それぞれの処理方法
は本書または各増設ホッパに添付の取扱説明書で説
明しています。

増設ホッパ（250）

増設ホッパ（500）

増設ホッパ

＊ 

梱包材の取り外し 

 

 

箱の中身の確認 

 

 

取り付け 

 

 

用紙のセット 

 

 

プリンタの設定 

 

 

ホッパの選択 

 

 

テスト印刷 

 

 

印刷準備完了 
 

各増設ホッパに添付の「取扱説明書」
をご覧ください。

ユーザーズマニュアル［3/3］
13～22ページをご覧ください。

＊ 「取り付け」の説明は、ユーザーズマ
ニュアル［3/3］、取扱説明書ともに
記載しております。
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増設ホッパ（250）＋（500） 増設ホッパ（500）＋（250） 増設ホッパ（500）×2

取り付け
増設ホッパ（250）／（500）は、上から2段目（ホッパ2）、3段目
（ホッパ3）どちらにでも取り付けることができます。2段目と
3段目に取り付ける方法は同じです。
ここでは、2段目に取り付ける方法を示します。

プリンタと標準ホッパは合わせて19kgの重さがあります。
取り付けは必ず2名以上で行ってください。

注 意 

重要 

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外します。

電源スイッチをOFFにしてくださ
い。ONにしたまま取り付けると故
障の原因になることがあります。

設置に必要なスペース
ここでは、設置に必要な高さを示します。プリンタの周囲に必要な設置スペースについては
ユーザーズマニュアル［1/3］をご覧ください。

増設ホッパ（250） 増設ホッパ（500） 増設ホッパ（250）×2

約570mm

110mm

約690mm

110mm

約690mm

110mm

約600mm

110mm

約670mm

110mm

約720mm

110mm

2 プリンタを一時的に移動します。

プリンタの左右の取っ手を持ち、しっかりした台や机の上
に置いてください。
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増設ホッパ

重要 

3 増設ホッパにステーを取り付けます。

ステーは設置するとき一番下になる
ホッパ下側後方の切り欠き部に取り
付けてください。

4 プリンタのあった場所に増設ホッパを置きま
す。

増設ホッパの向きに注意してくださ
い。

5 増設ホッパの上にプリンタを取り付けます。

取り付けピンと接続コネクタに合わせて、プリンタを増設
ホッパの上に静かに置きます。
このとき、プリンタの切り欠き部と増設ホッパ側の取り付
け金具が合っていることを確認します。

チェック 

✔

チェック 

✔ 増設ホッパを3段目にも取り付ける
場合は、3段目の増設ホッパを設置
した後、2段目の増設ホッパ、プリ
ンタの順でひとつずつ乗せてくださ
い。

6 プリンタと増設ホッパをネジで固定します。

ネジを固定する部分は、プリンタ左側面に2か所、右側面に
2か所あります。必ず4か所、しっかりと固定してくださ
い。

チェック 

✔ 増設ホッパを3段目にも取り付ける
場合は、さらに4か所ネジで固定し
てください。

7 電源コードとインタフェースケーブルをプリ
ンタに取り付けます。

増設ホッパの用紙カセットにはカ
セット内にセットされている用紙サ
イズを外見から確認するための用紙
ラベルセットが添付されています。
カセット前面の見やすい場所に貼り
付けてお使いください。

チェック 

✔
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用紙のセット
増設ホッパへの用紙のセット方法は標準ホッパと同じです。ユーザーズマニュアル［1/3］「用紙
をセットする」（25ページ）をご覧ください。
ただし、増設ホッパ（500）にセットできる用紙の種類、量は異なります。セットできる用紙は
A3、B4、A4サイズを500枚までセットできます。また、増設ホッパ（500）の用紙カセットは
縮ませることはできません。

増設ホッパ（500）のエンドガイドは、標準ホッパ、増設ホッパ（250）と形状が異なります。エ
ンドガイドの取り外し、取り付けは以下のようにエンドガイドの左右のつまみを押しながら取
り外し、取り付けを行ってください。また、エンドガイドはA3サイズの用紙をセットするとき
も使用します。
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プリンタの設定
増設ホッパ（250）を初めてご使用になるときは、プリンタの設定を行う必要はありません。次
の「ホッパの選択」へ進んでください。
ただし、増設ホッパ（500）を取り付けたり、増設ホッパ（500）から増設ホッパ（250）に変えた
り、増設ホッパ（250）から増設ホッパ（500）に変えたときは、その段の設定を変更する必要が
あります。

2段目 増設ホッパ（500） MSW7-4 ON
増設ホッパ（250） → 増設ホッパ（500） MSW7-4 ON
増設ホッパ（500） → 増設ホッパ（250） MSW7-4 OFF

3段目 増設ホッパ（500） MSW7-5 ON
増設ホッパ（250） → 増設ホッパ（500） MSW7-5 ON
増設ホッパ（500） → 増設ホッパ（250） MSW7-5 OFF

次の手順は2段目に増設ホッパ（500）を取り付けたときの操作パネルによる設定の変更方法で
す。3段目に取り付ける場合も同様の手順で行います。また、リモートパネルを使って設定を
変更することができます。詳しくはユーザーズマニュアル［2/3］「印刷の設定」をご覧ください。

1 プリンタの電源をONにし、印刷可スイッチを押して印刷可ランプを消灯させます。

2 メニュースイッチを押します。プリンタはメニュー
モードに入り、ディスプレイには“テストメニュー　
→”と表示されます。

3 ▲スイッチを1回押します。“メモリスイッチメ
ニュー　→”と表示されます。

4 蜷スイッチを1回押します。MSW1が表示されます。

5 ▲スイッチまたは▼スイッチを押して、MSW7を表
示させます。

6 蜷スイッチを3回押して、カーソルをMSW7-4に移動
させます。

7 設定変更スイッチを押して、MSW7-4をONに変更し
ます。

8 印刷可スイッチ押して、メニューモードを終了させ設定完了です。

増設ホッパ

テストメニュー 

メモリスイッチメニュー 

１２３４５６７８　 
ＭＳＷ１　　　００００００００＊ 

１２３４５６７８　 
ＭＳＷ７　　　００００００００＊ 

１２３４５６７８　 
ＭＳＷ７　　　０００１００００＊ 

１２３４５６７８　 
ＭＳＷ７　　　００００００００＊ 
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ホッパの選択
プリンタの設定が終わったらプリンタのホッパ選択を行います。増設ホッパから給紙するため
に操作パネルで操作して増設ホッパを取り付けたホッパ表示を「ホッパ2」または「ホッパ3」にし
ます。増設ホッパの選択は、操作パネルから選択する以外に、プリンタドライバ、リモートパ
ネルから選択することができます。詳しくは、ユーザーズマニュアル［2/3］「印刷の設定」をご
覧ください。
ホッパの選択には、選択した状態をどこまで維持させるかによって、2つの方法があります。

漓 プリンタが初期化されるまで維持する方法

滷 プリンタが初期化されても増設ホッパが選択される方法

以下にそれぞれの選び方について説明します。

漓　プリンタが初期化されるまで維持する方法

操作パネルのホッパスイッチを使って増設ホッパを選択します。

1 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを消灯させます。

2 ホッパスイッチを押し、ディスプレイの表示を“ホッ
パ2”または“ホッパ3”にします。

3 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを点灯させます。

4 コンピュータからデータを送ります。

この状態は、以下の方法で変更しない限り選択されたホッパ設定は維持されます。

� 同じ方法でホッパの選択を変更する

� トレー給紙に変更する

� 電源をOFFにする

� コンピュータから変更

� プリンタを初期化する

ホッハ゜２　　　　Ａ４　ホ゜ート 
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テストメニュー 

ヨウシメニュー 

滷　プリンタが初期化されても増設ホッパが選択される方法

メニュー機能内のプリンタの初期設定を設定変更します。

1 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを消灯させます。

2 メニュースイッチを押します。プリンタはメニュー
モードに入り、ディスプレイには“テストメニュー　
→”と表示されます。

3 ▼スイッチを2回押します。“ヨウシメニュー　→”と
表示されます。

4 蜷スイッチを2回押します。ホッパ初期設定の表示に
なります。

5 設定変更スイッチを押して、ディスプレイ下段を　
“←　ホッパ2＊”または“←　ホッパ3＊”に変更しま
す。

6 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを点灯させま
す。

ディスプレイ上段に“ホッパ2　××　×××”または“ホッパ3　×
×　×××”と表示されていれば設定は完了です。表示されていないときはもう一度最初からやり直してく
ださい。

この状態は、電源投入時、トレー給紙からホッパ給紙に切り替えたとき、プリンタを初期化し
たとき、常に選択された増設ホッパが表示されます。

　ホッハ゜　ショキセッテイ 
ホッハ゜２＊ 

　ホッハ゜　ショキセッテイ 
ホッハ゜１＊ 

ホッハ゜２　　　　Ａ４　ホ゜ート 
ＮＰＤＬ 

増設ホッパ
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　テストインサツチュウ 

テストメニュー 

テスト印刷
増設ホッパが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行
います。

1 ディスプレイに“ホッパ2”または“ホッパ3”と表示されていることを確認します。

2 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消灯させます。

3 メニュースイッチを1回押します。ディスプレイに
は、“テストメニュー　→”と表示されます。

4 蜷スイッチを1回押します。ディスプレイ下段には
“←ステータスインサツジッコウ　→”と表示されま
す。

5 さらに蜷スイッチを1回押します。

プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプレイには“テストインサツチュウ”と表示されます。

用紙が正常に給紙され、2段目に増設ホッパが取り付けられた場合、次のように「ホッパ2」と印
刷されていれば増設ホッパは確実に取り付けられていることになります。3段目に取り付けた
場合は「ホッパ3」と印刷されます。

増設ホッパ（250）のステータス印刷

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　００００００００　　 
　コントローラ：００．００ 
 
オプションボード 
　無し 
 
給紙構成 
　ホッパ１：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター） 
　ホッパ２：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター） 
　トレー　：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ｂ５、Ｂ４、Ｂ５、レター、はがき、封筒、往復はがき） 
　 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

（以下省略） 

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 
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増設ホッパ（500）のステータス印刷

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。
これで、増設ホッパの取り付けは完了です。

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　００００００００　　 
　コントローラ：００．００ 
 
オプションボード 
　無し 
 
給紙構成 
　ホッパ１：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター） 
　ホッパ２：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ｂ４） 
　トレー　：Ａ４　（Ａ３、Ａ４、Ｂ５、Ｂ４、Ｂ５、レター、はがき、封筒、往復はがき） 
　 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

（以下省略） 

増設ホッパ
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取り外し
次の手順で増設ホッパを取り外してください。2段目と3段目の取り外し方法は同じです。ここ
では2段目を取り外す方法を示します。

プリンタと標準ホッパは合わせて19kgの重さがあります。取り外しは必ず2名以上で行っ
てください。

4 増設ホッパを台の上から外します。

5 プリンタを元の位置に置きます。

6 電源コードとインタフェースケーブルを取り
付けます。

3 プリンタを増設ホッパから取り外し、一時的
に台や机の上に置きます。

プリンタを持ち上げるとき、取っ手
以外の場所を持たないでください。
プリンタが破損することがありま
す。

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コード、イ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外します。

2 プリンタと増設ホッパを固定しているネジを
取り外します。

ネジはプリンタ右側面に2か所、左側面に2か所あります。
必ず4か所取り外してください。

重要 

チェック 

✔ 3段目の増設ホッパの取り外しの場
合は、さらに4か所ネジを取り外し
ます。

取っ手

注 意 
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増設カセット
印刷する用紙サイズを変更する場合、用紙カセット
内の用紙を交換することなく、用紙カセットごと交
換できるように2200Xでは2種類の増設カセットが
用意されています。

�　PR2200X-04増設カセット（250）
�　PR2200X-05増設カセット（500）

PR2200X-04増設カセット（250）は、プリンタ本体
の用紙カセットと、PR2200X-02増設ホッパ（250）
の用紙カセットと交換することができます。

PR2200X-05増設カセット（500）は、PR2200X-
03増設ホッパ（500）の用紙カセットと交換すること
ができます。
ここでは増設カセットを用紙カセットと交換する手
順について説明します。

増設カセット

増設カセット（250）

増設カセット（500）

2 増設カセット内の板金を押し、確実に下がっ
ていることを確認します。

板金が押し下がっていないと、増設カセットをホッパに取
り付けることができません。

3 用紙をセットします。

� 用紙のセット方法はユーザーズマ
ニュアル［1/3］「用紙のセット」、
ユーザーズマニュアル［3/3］「増設
ホッパ」をご覧ください。

� 増設カセット（250）に比べて増
設カセット（500）にセットでき
る用紙サイズは限定されていま
す。セットできる用紙サイズを
確認の上正しい用紙サイズを
セットしてください。

4 カセットカバーをカセットに溝に合わせて元
に戻します。

取り付け
増設カセット（250）と増設カセット（500）の取り付ける方法は同じです。
ここでは増設カセット（250）を取り付ける方法を示します。

1 カセットカバーを取り外します。

チェック 

✔
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5 セットしてある用紙カセットがあればその用
紙カセットを引き抜きます。 6 増設カセットをプリンタに差し込みます。

増設カセットはゆっくり確実に差し込んでください。

増設カセットを取り外すときは上記手順を逆に行ってください。
チェック 

✔

増設カセットにはカセット内にセットされている用紙サイズを外見から確認するための用紙
ラベルセットが添付されています。カセット前面の見やすい場所に貼り付けてお使いくださ
い。

ヒント 

✎
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赤外線通信インタフェースボード（PC-PR-R01）
PC-PR-R01は直接プリンタのコネクタ（前面）に
接続するプラグインタイプのインタフェースボー
ドです。これによりプリンタはIrDA規格に準拠し
た赤外線送信機能を装備しているコンピュータか
らワイヤレスでデータ受信できるようになりま
す。IrDA規格に準拠しているコンピュータであれ
ば最大4Mbpsのデータ速度で通信が可能です。

赤外線通信インタフェースボードは片方向（コンピュータ→プリンタ）でのみ通信が可
能です。PrintAgentのように両方向通信（コンピュータ↔プリンタ）が必要な機能は
使用できません。

動作環境
PC-PR-R01は、以下に示す条件をすべて満たす操作環境で動作します。

コンピュータ
以下に示す条件をすべて満たすNEC PC-9800シリーズまたはDOS/V対応機*のコンピュータ
に対応しています。

� i486以上のCPU（i486 33MHz以上を推奨）
� 7.6MB以上のRAM
� 7MBのハードディスク空き容量
� マウスまたはWindowsで利用できるポインティングデバイス（推奨）
� Windows 95（日本語版）のOS環境を備えている
� 赤外線送信機能付き（IrDA規格準拠）
� ボードに添付のTranXit™ 3がインストールされている

� ボードのコネクタ部には手を触れないでください。手を触れると、コネクタ部の接点が
汚れ、接触不良になることがあります。

� ボードの赤外線受光部には手を触れないでください。手を触れると、受光部が汚れ、コ
ンピュータとの通信状態が不良となることがあります。

*IBM PC/AT 100％互換機

重要 

チェック 

✔

赤外線通信インタフェースボード（PC-PR-R01）



26 2章　オプションと消耗品

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コード、イ
ンタフェースケーブル（前面、背面とも）プリ
ンタから取り外します。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原因
となることがあります。

2 プリンタ側面のフロントコネクタカバーの上
下を押しながら手前に取り外します。

接続例
コンピュータとプリンタに接続した例を以下に示します。この場合、PC-PR-R01はプリンタ背
面に直接接続されているコンピュータからのデータと赤外線送信機能付きコンピュータからの
データを自動的に切り替えます。

赤外線通信インタフェースボードの取り付け

重要 

3 フロントインタフェースコネクタのネジ2本
を外し、フロントインタフェースコネクタを
手前に引き抜きます。

MultiWriter 2200X
（PC-PR-R01装着）

コンピュータ
（赤外線機能非装備）

コンピュータ
（赤外線機能装備）
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4 受光部を手前にしインタフェースボードをフ
ロントコネクタのガイド部に沿って差し込み
ます。

カチッと手ごたえがあるまで押し込みます。

5 インタフェースボードをネジ2個で固定しま
す。

6 電源コードを取り付けプリンタの電源をONに
します。

7 インタフェースボード前面のLEDが点灯する
ことを確認します。

8 プリンタをコンピュータから1m以内に設置し
ます。

PC-PR-R01の赤外線受光部とコンピュータの赤外線ポート
との間の距離を1m以内とし、この間に障害物を置かないよ
うにしてください。

9 赤外線通信インタフェース取扱説明書に従
い、TranXit 3をインストールし、赤外線通
信を行うためのソフトウェアの設定を行いま
す。

TranXit 3をインストールする前にあらかじめNMPSソフト
ウェアをインストールしておいてください。インストール
方法はユーザーズマニュアル［1/3］をご覧ください。

赤外線通信インタフェースボードを取り外すときは、上記の手順5から逆に行ってくださ
い。チェック 

✔

赤外線通信インタフェースボード（PC-PR-R01）
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赤外線通信インタフェースアダプタ（PC-CA291）
PC-CA291はインタフェースケーブルを使ってプ
リンタに接続する外付け型のインタフェースアダ
プタです。これによりプリンタはIrDA規格に準拠
した赤外線送信機能を装備しているコンピュータ
からワイヤレスでデータ受信できるようになりま
す。IrDA規格に準拠しているコンピュータであれ
ば最大4Mbpsのデータ速度で通信が可能です。

赤外線通信インタフェースアダプタは片方向（コンピュータ→プリンタ）でのみ通信が
可能です。PrintAgentのように両方向通信（コンピュータ↔プリンタ）が必要な機能
は使用できません。

動作環境
PC-CA291は、以下に示す条件をすべて満たす操作環境で動作します。

コンピュータ
以下に示す条件をすべて満たすNEC PC-9800シリーズまたはDOS/V対応機*のコンピュータ
に対応しています。

� i486以上のCPU（i486 33MHz以上を推奨）
� 7.6MB以上のRAM
� 7MBのハードディスク空き容量
� マウスまたはWindowsで利用できるポインティングデバイス（推奨）
� Windows 95（日本語版）環境を備えている
� 赤外線送信機能付き（IrDA規格準拠）
� アダプタに添付のTranXit 3がインストールされている

� アダプタのコネクタ部には手を触れないでください。手を触れると、コネクタ部の接点
が汚れ、接触不良になることがあります。

� アダプタの赤外線受光部には手を触れないでください。手を触れると、受光部が汚れ、
コンピュータとの通信状態が不良となることがあります。

*IBM PC/AT 100％互換機

重要 

チェック 

✔
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接続例
コンピュータとプリンタに接続した例を以下に示します。この場合、PC-CA291はアダプタ前
面にあるスイッチで通信をケーブル接続されているコンピュータと赤外線通信機能付きコン
ピュータに切り替えることができます。

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コード、イ
ンタフェースケーブル（前面、背面とも）プリ
ンタから取り外します。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原因
となることがあります。

重要 

2 PC-CA291とプリンタを添付のインタフェー
スケーブルで接続します。

赤外線通信インタフェースアダプタの取り付け

赤外線通信インタフェースアダプタ（PC-CA291）

コンピュータ
（赤外線機能装備）

コンピュータ
（赤外線機能非装備）

MultiWriter 2200X
（PC-PR-R02装着）
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3 同時に他のコンピュータからもデータを受信
したい場合は以下のように接続します。

お使いになれるケーブルは直接プリンタに接続するときの
当社指定のプリンタケーブルと同じです（詳細はユーザーズ
マニュアル［1/3］をご覧ください）。

5 PC-CA291前面のLEDが赤色点灯することを
確認します。

もし緑色点灯している場合はアダプタ前面の通信切り替え
スイッチを切り替えて赤外線通信モードに設定してくださ
い。

6 プリンタ、コンピュータの順に電源をONにし
ます。

7 赤外線通信インタフェース取扱説明書に従い
TranXit 3をインストールし、赤外線通信を
行うためのソフトウェアの設定を行います。

TranXit 3をインストールする前にあらかじめNMPSソフト
ウェアをインストールしておいてください。インストール
方法はユーザーズマニュアル［1/3］をご覧ください。

チェック 

✔

赤外線通信とインタフェースケーブルによる通信を可能に
した接続は以下のようになります。

4 ACアダプタのコネクタをPC-CA291に接続
し、ACアダプタ本体を壁付きコンセントに差
し込みます。

ACアダプタを差し込むことによって他の差し込みがふさ
がってしまう場合は添付のACタップをご利用ください。

ACアダプタはテーブルタップなどでタコ足配線さ
れたコンセントには差し込まないでください。ま
たこのACタップには1500W以上の容量のACコ
ンセントを差し込まないでください。過熱し、火
災や感電の原因となることがあります。

赤外線通信インタフェースアダプタを取り外すときは、上記の手順6から逆に行ってくださ
い。

注 意 
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プロッタエミュレーションボード
2200Xに『プロッタエミュレーションボード』を取
り付けることにより、プロッタHP 7550の言語
（HPGL）を使用できるようになるため、CADなど
のアプリケーションからの印刷が可能になります。
またRS-232Cインタフェースとして使用すること
も可能です。

プロッタエミュレーションボード上のRS-232Cインタフェースをご使用の場合は、次の表を参
照して、使用するコンピュータに合うRS-232Cケーブルを別途お求めください。

プロッタエミュレーションボード

使用しているコンピュータ RS-232Cケーブル

PC-9801 PC-CA602

PC-9821シリーズ（下記以外） PC-9896
PC-9897

PC-H98 PC-H98-K02
PC-9801 NL/A,  NS/A
PC-9821 Nr166,  Nr150,  Nr15,  Nr13,  Nr12,  Na13,

Na12, Na9,  Na7,  Nb10,  Nb7,  Ls150,  La13, PC-98HA-16
Ls12,  La10, La7,  Nf, Np,  Nx,  Es,  Ne2,  Nd,
Ld,  Nm,  Lt,  Ne3,  Nd2,  Lt2,  Ns

ここでは、プロッタエミュレーションボードの取り付け手順を説明します。使い方や操作方法
については、プロッタエミュレーションボードに添付の取扱説明書をご覧ください。
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1 プリンタの電源をOFFにし、電源コード、イ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外します。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原因
になることがあります。

2 プリンタ上部にあるリアカバーをネジ2本を
回して取り外します。

ボードの取り付け
プロッタエミュレーションボードは大変デリケートな電子部品です。ボードを取り扱うとき
は、リアインタフェースコネクタが付いているフレームなどに触れて身体の静電気を逃がし
てから行ってください。また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品や端子、半
田付け面には触れないようにしてください。

重要 

4 プロッタボード用スロットのプレートを取り
外します。

プロッタボード用スロットのプレー
トはボードを取り外し、プリンタを
もとに戻すとき必要です。大切に保
管しておいてください。

5 RS-232Cコネクタ側をプロッタボード用ス
ロットに差し込み、プリンタのコネクタと
ボードのコネクタを接続します。

チェック 

✔

重要 

3 コントロールカバーに矢印で指示された5か
所のネジをゆるめ、コントロールカバーを取
り外します。
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6 ネジ3本でプロッタエミュレーションボード
を固定します。 8 リアカバーを取り付け、ネジ2本で固定しま

す。

9 RS-232C用インタフェースケーブルを取り付
けます。

プロッタエミュレーションボードを取り外すときは、上記の手順を逆に行ってください。

チェック 

✔

10 電源コードを取り付けます。

7 コントロールカバーを取り付け、矢印で指示
された5か所のネジで固定します。

プロッタエミュレーションボード
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テスト印刷
プロッタエミュレーションボードが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷
のステータス印刷を行います。次の方法で行ってください。

1 プリンタの電源をONにします。

2 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消灯させます。

3 メニュースイッチを1回押します。

“テストメニュー　→”と表示されます。

4 蜷スイッチを1回押します。

ディスプレイ下段に“←ステータスインサツジッコウ→”と表示され
ます。

5 さらに蜷スイッチを1回押します。

プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプレイには“テストインサツチュウ”と表示されます。

次のように「プロッタエミュレーションボード」と印刷されていれば、プロッタエミュレーショ
ンボードは確実に取り付けられていることになります。

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 

　テストインサツチュウ 

プロッタエミュレーションボードのステータス印刷

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0　　 
　コントローラ：００．００ 
　プロッタオプション：００．００ 
オプションボード 
　プロッタエミュレーションボード 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

（以下省略） 

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。
これで、プロッタエミュレーションボードの取り付けは完了です。

テストメニュー 
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マルチプロトコルLANボード
2200Xには各種のネットワークに接続するマルチプロトコルLANボードが2種類用意されてい
ます。
�　PC-PR-L01
�　PC-PR-L02

「PR-PR-L01 マルチプロトコルLANボード」は
2200X本体に内蔵できる、10BASE-T、
10BASE2、LocalTalkに対応したボードです。
NetWare(IPX/SPX)、LANマネージャ(NetBEUI)
、Windows NT(TCP/IP, DLC)、UNIX(TCP/IP
(ftp, lpr))、Macintosh（AppleTalk）の各ネット
ワークに対応しています。

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L01）が対応しているネットワーク環境は以下のとおりで
す。

� NetWare ..................... NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J（NDS対応）
� Windows NT ............ Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
� LANマネージャ ........ OS/2 LANマネージャ2.1bおよびOS/2 LANサーバJ3.0
� Windows 95 ............. 添付のアプリケーションにより対応
� Macintosh ................. 漢字Talk7.1.x、7.5、7.5.1、7.5.2、7.5.3、7.5.5、7.6（ただし

QuickDraw GXには対応していません）
� UNIX............................ TCP/IP

PC-PR-L01

マルチプロトコルLANボード

PC-PR-L02

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L02）が対応しているネットワーク環境は以下のとおりで
す。

� NetWare ..................... NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J（NDS対応）
� Windows NT ............ Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
� Windows 95 ............. 添付のアプリケーションにより対応
� UNIX............................ TCP/IP

上記のボードを取り付けた場合は、プリンタ背面のセントロニクスインタフェースは使用で
きなくなります。セントロニクスインタフェースを使用する場合は、プリンタ前面のインタ
フェースを使用してください。

重要 

「PC-PR-L02 マルチプロトコルLANボード」は、
2200X本体に内蔵できる、100BASE-TX、
10BASE-Tに対応したボードです。NetWare
(IPX/SPX)、Windows NT (TCP/IP, DLC)、
UNIX (TCP/IP (ftp, lpr))の各ネットワークに対応
しています。
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LANボードをお使いになるには、ネットワーク用ケーブルが必要です。使用する環境に合わせ
て、以下に示すケーブルを別途お求めください。
2200XとMacintoshとをLocalTalkで接続する場合は、Macintoshのマニュアルを参照して接
続してください。

PC-PR-L01の場合
� 10 BASE-T……… PC-9868-21, PC-9868-22, PC-9868-28, PC-9868-29
� 10 BASE2 ……… PC-9867-21, PC-9867-22, PC-9867-23

PC-PR-L02の場合
� 100 BASE-TX … PC-9868-28, PC-9868-29
� 100 BASE-T …… PC-9868-21, PC-9868-22, PC-9868-28, PC-9868-29

PC-PR-L01を使用し、Macintoshから印刷を行うには、別売のPR2200NW2-21 拡
張プリンタドライバが必要です。
また、Macintoshからの印刷においては、両面印刷、リプリント機能、ジョブセパレート
機能などサポートしていない機能があります。

次にLANボードの取り付け手順を説明します。PC-PR-L01、PC-PR-L02の取り付け方手順は
同じです。使い方や操作方法については、LANボードに添付の取扱説明書をご覧ください。こ
こでは、PC-PR-L01マルチプロトコルLANボードを取り付ける場合の手順を示します。

LANボードは正しく取り付けられていても、ステータス印刷の「オプションボード」の欄に
印刷されません。正しく取り付けられたかどうかはコンフィギュレーションページの印刷
を行って確認します（詳細はLANボードの取扱説明書を参照ください）。

チェック 

✔

チェック 

✔
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1 プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外します。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原
因となることがあります。

2 LANボード用スロットのプレートを取り外し
ます。

ボードの取り付け

マルチプロトコルLANボードは大変デリケートな電子部品です。ボードを取り扱うときは、
リアインタフェースコネクタが付いているフレームなどに触れて身体の静電気を逃がしてか
ら行ってください。また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品には触れないよ
うにしてください。

重要 

3 LANボードにあるLEDを手前にして、ガイド
レールに沿ってLANボードを差し込みます。

カチッと手ごたえがあるまで押し込みます。

4 ネジ2本でボードを固定します。

5 接続用のケーブルを取り付けます。

6 電源コードを取り付けます。

7 コンピュータに接続して正しく動作すること
を確認してください。

ネジ

チェック 

✔

チェック 

✔ LANボード用スロットのプレート
はボードを取り外しプリンタをもと
に戻すときに必要です。大切に保管
しておいてください。

重要 

マルチプロトコルLANボード

マルチプロトコルLANボードを取り外すときは、上記の手順を逆に行ってください。
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1 プリンタのスイッチをOFFにします。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原因
となることがあります。

ここでは、アウトラインフォントカードの取り付けと、カードを使って印刷を行うための設定
方法を説明します。

ESC/Pモードでは、アウトラインフォントカードの効果がありません。

フォントカードの取り付け

漢字アウトラインフォントカード
2200Xは、明朝体アウトラインフォントとゴシック体ア
ウトラインフォントの2書体を印刷することができます
が、アウトラインフォントカードを取り付けることによ
り、さらに1書体のフォントが使えるようになります。

アウトラインフォントカードには、次の3種類がありま
す。

◆ 丸ゴシック体 - M

◆ 教科書体 - M

◆ 瑞筆行書体 - M

2 プリンタ背面のブランクプレートをネジを回
して取り外します。

ブランクプレートはカードを取り外
し、プリンタを元に戻すときに必要
です。大切に保管しておいてくださ
い。

重要 
チェック 

✔

チェック 

✔
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3 プリンタに添付されているフォントカードガ
イドをフォントカードガイド用スロットに取
り付けます。

4 フォントカードスロットにフォントカードを
差し込みます。

フォントカードに記載してある蜷を上にして差し込んでく
ださい。

漢字アウトラインフォントを取り外すときは上記の手順を逆に行ってください。

テスト印刷
フォントカードの取り付けが終わったら、正しく取り付けられたことを確認するためにテスト
印刷のステータス印刷を行います。

1 プリンタの電源をONにします。

2 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消灯させます。

3 メニュースイッチを1回押します。

“テストメニュー　→”と表示されます。

4 蜷スイッチを1回押します。

ディスプレイ下段に“←ステータスインサツジッコウ→”と表示され
ます。

5 さらに蜷スイッチを1回押します。

プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプレイには“テストインサツチュウ”と表示されます。

チェック 

✔

テストメニュー 

漢字アウトラインフォント

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 

　テストインサツチュウ 



40 2章　オプションと消耗品

次のように取り付けたフォントカードのフォント名が印刷されていれば、確実に取り付けられ
ていることになります。

丸ゴシック体-M

瑞筆行書体-M

教科書体-M

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

 

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0 
　コントローラ：００．００ 
 
　 

（以下省略） 

カードスロット 
　書体番号　　　　　ファイル名　　　　　　フォント名 
　１５１　　　ＮＲＧ５-ＺＡ　　ＦｏｎｔＡｖｅｎｕｅ丸ゴシック体－Ｍ（ＮＲＧ５－ＺＡ） 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

 

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0 
　コントローラ：００．００ 
 
　 

（以下省略） 

カードスロット 
　書体番号　　　　　ファイル名　　　　　　フォント名 
　３５１　　　ＮＫＹ５－ＺＡ　　ＦｏｎｔＡｖｅｎｕｅ教科書体－Ｍ（ＮＫＹ５－ＺＡ）　 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

 

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0 
　コントローラ：００．００ 
 
　 

（以下省略） 

カードスロット 
　書体番号　　　　　ファイル名　　　　　　フォント名 
　４５１　　　ＮＧＹ５－ＺＡ　　ＦｏｎｔＡｖｅｎｕｅ瑞筆行書体－Ｍ（ＮＧＹ５－ＺＡ）　 
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フォントカードを使って印刷するには
フォントカードを使って印刷するには、アプリケーションまたはプリンタの設定を変更しま
す。変更方法は、使用しているアプリケーションによって異なります。また、アプリケーショ
ンで設定変更せずに、すべての文字をカードのフォントで印刷することもできます。次のフ
ローチャートに従って、設定方法を確認してください。

Windows用 

メニューモードの 
“←カンジX　ゴシック＊”を 

“←カンジX　XXX＊”に変更する 

DOS用 

プリンタのフォントの指定を変更する 

すべての文字を 
 ｱｳﾄﾗｲﾝﾌｫﾝﾄｶｰﾄﾞの文字で 

印刷する場合 

アプリケーションから 
希望のフォントを選択 

アプリケーション 
の設定機能を使って 

設定変更 

メニューモードの 
“←カンジX　ゴシック＊”を 

“←カンジX　XXX＊”に変更する 

プリンタのフォントの指定を変更する 

あなたの 
アプリケーションの 
タイプは？ 

アプリケーションの設定 
を変更して印刷する場合 

印刷 印刷 

プリンタの標準フォントの指定を変更する 

 メニューモードの 
“←カンジ　ミンチョウ＊”を 

“←カンジ　カンジX＊”に変更する 

印刷 

Windows用アプリケーションを使用しているときは、アプリケーションから希望のフォントを
選択すれば、アウトラインフォントカードのフォントを印刷することができます。

DOS用アプリケーションを使用しているときは、フォントの指定を変更した後（プリンタのメ
ニューモードの“←カンジX　ゴシック＊”を、“←カンジX　XXX＊”に変更）、各アプリケーショ
ンのプリンタ設定機能を利用して設定を変更すれば、印刷することができます。（設定変更方法
は、ユーザーズマニュアル［2/3］をご覧ください。）

すべての文字を漢字アウトラインフォントカードの文字で印刷することもできます。その場合
はフォントの指定を変更した後、標準フォントの指定を変更（プリンタのメニューモードの  “←
カンジ　ミンチョウ＊”を“←カンジ　カンジX＊”に変更）します。（設定変更方法は、ユーザー
ズマニュアル［2/3］をご覧ください。）

Windows用アプリケーションは、プリンタドライバが直接フォントを指定するので、メ
ニューモードの設定には影響されません。チェック 

✔

フォントカードを使った印刷

漢字アウトラインフォント
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サブボードの取り付け

増設RAMサブボードは大変デリケートな電子部品です。サブボードを取り扱うときは、リ
アインタフェースコネクタが付いているフレームなどに触れて身体の静電気を逃がしてから
行ってください。また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品には触れないよう
にしてください。

増設RAMサブボード
2200Xは、8メガバイト（8MB）、16メガバイト
（16MB）または32メガバイト（32MB）の増設RAM
サブボードを取り付けることで、アウトラインフォ
ントを多用した文書などの印刷速度を向上させた
り、より多くのフォーム登録を可能にしたり、印刷
時のメモリ不足を解消することができます。

2200Xは増設RAMサブボードを1つだけ取り付け
ることができます。

必ず指定のEDOタイプの増設RAMサブボードを使用してください。EDOタイプ以外の増設
RAMサブボードを使用すると、故障の原因となることがあります。重要 

増設メモリ メモリ総容量

なし 8MB（標準）

 8MB 16MB

16MB 24MB

32MB 40MB

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブル（前面・背面とも）をプ
リンタから取り外します。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原因
となることがあります。

重要 

2 プリンタ上部にあるリアカバーをネジ2本を
回して取り外します。

重要 
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3 コントロールカバーに矢印で指示された5か
所のネジをゆるめ、コントロールカバーを取
り外します。

6 コントロールカバーを取り付け、矢印で指示
された5か所のネジで固定します。

4 切り欠きがプリンタ前面を向くようにして、
約30度の角度でボードの端をソケットに押し
込みます。

7 リアカバーを取り付け、ネジ2本で固定しま
す。

増設RAMサブボード

チェック 

✔

5 十分に押し込んだことが確認できたら、「カ
チッ」という音がするまでボードを起こします。

増設RAMサブボードを取り外すときは、上記の手順を逆に行ってください。

8 電源コードとインタフェースケーブルを取り
付けます。

切り欠き
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テスト印刷
増設RAMサブボードが正しく取り付けられたかを確認するためにテスト印刷のステータス印刷
を行います。

1 プリンタの電源をONにします。

2 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消灯させます。

3 メニュースイッチを1回押します。

“テストメニュー　→”と表示されます。

4 蜷スイッチを1回押します。

ディスプレイ下段に“←ステータスインサツジッコウ→”と表示され
ます。

5さらに蜷スイッチを1回押します。

プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプレイには“テストインサツチュウ”と表示されます。

次のように印刷されていれば、増設RAMサブボードは正しく取り付けられたことになります。

Ｖｅｒｓｉｏｎ　 
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0 
　コントローラ：００．００ 
オプションボード 
　無し 
 
給紙構成 
　ホッパ１：Ａ４（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター） 
　トレー　：Ａ４（Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ｂ４、Ｂ５、レター、はがき、封筒、往復はがき） 
 
動作モード 
　サポート言語：ＮＰＤＬ　ＥＳＣ／Ｐ 
　後部インタフェース：ＮＰＤＬ 
　前部インタフェース：ＮＰＤＬ 
 
メモリ 
　メモリ容量　　　　：１６ＭＢ 
　ページプロテクト　：OFF 
　メモリ割り当て　　：標準 
　 

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊ 

（以下省略） 

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。
これで増設RAMサブボードの取り付けは完了です。

8MBを増設した場合

テストメニュー 

テストメニュー 
　ステータスインサツシ゛ッコウ 

　テストインサツチュウ 
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3 技術情報
仕様

印刷方式 電子写真記録方式
露光方式：　 レーザダイオード＋ポリゴンスキャナ
現像方式：　 1成分乾式

印刷速度* 約20枚/分（A4用紙横置き、ホッパ給紙片面印刷時）
* 印刷速度は連続印刷の場合の最大値です。最初のページ、また印刷データの
内容あるいはコンピュータからのデータの送り方などによって異なります。

ウォームアップの待ち時間 電源投入時：　約60秒（20℃）

ファーストプリントタイム 片面印刷時 A3サイズ 約13.5秒（ホッパ給紙）
B4サイズ 約13.0秒（ホッパ給紙）
A4サイズ 約11.5秒（A4用紙横置き、ホッパ給紙）

両面印刷時　 A3サイズ 約23.7秒（ホッパ給紙）
B4サイズ 約22.0秒（ホッパ給紙）
A4サイズ 約19.5秒（A4用紙横置き、ホッパ給紙）

用紙容量 ホッパ：250枚（連量55kgの用紙の場合、標準ホッパ1段につき）
トレー：100枚（連量55kgの用紙の場合）

スタック容量 250枚（A4用紙、連量55kg相当）

ドット間隔 1/600インチ×1/600インチまたは1/400インチ×1/400インチ

CPU RV4640

RAM 標準8MByte、最大40MByte（オプション増設時）

仕様
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オプションROMソケット 1ソケット

インタフェース セントロニクス仕様に準拠（前面、背面に1つずつ装備）

データ形式 NPDL Level 2（201PLエミュレーション含む）、ESC/Pエミュレーション

環境 動作温度： 10～32.5℃ 動作湿度： 20～80％RH（結露しないこと）
保管温度： 0～32.5℃ 保管湿度： 10～80％RH（結露しないこと）
塵埃量： 一般事務室程度 ガス成分： 一般事務室程度
気圧： 1.013×105 ～ 0.7524×105 Pa（海抜0～2500m）

騒音 動作時：　 53dBA
待機時：　 38dBA

電源 電圧：　 100V±10％
周波数：　 50/60Hz±1Hz

消費電力 動作時 最大：750W　　
平均：450W

節電モード時 ：30W以下

寸法 幅520mm×奥行き566mm×高さ373mm（カセット伸長時）
幅520mm×奥行き495mm×高さ373mm（カセット縮小時）

重量 約19kg（消耗品、オプション含まない）

製品寿命 印刷枚数30万枚または使用年数5年のいずれか早い方

消耗品寿命 EPカートリッジ（本体添付）：　約6,000枚（印刷枚数）
（ただしA4用紙、画像面積比5％印刷時）

フォント アウトラインフォント　2種類 （明朝体、ゴシック体）

対応OS ⓦ MS-DOS ver 3.3以上、Microsoft Windows 95（日本語版）、Microsoft
Windows 3.1（日本語版）、Microsoft Windows NT 3.5（日本語版）、
Microsoft Windows NT 3.51（日本語版）、Microsoft Windows NT4.0（日本
語版）

ⓦ PC-PTOS Ver. 1.0以上
ⓦ DOS/V（MS-DOS 5.0/V以上またはIBM DOS Ver. J5.0/V以上）
ⓦ Macintosh 漢字Talk  7.1.x、7.5、7.5.1、7.5.2、7.5.3、7.5.5、7.6（PC-PR-
L01使用時）、ただし、漢字Talk 7.5.xのQuickDrawGXには未対応
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用紙の規格と印刷範囲

用紙の規格
■ 普通紙（乾式PPC用紙）

寸法 A3判（297×420mm）、A4判（210×297mm）、A5判（148×210mm）、B4判（257×
364mm）、B5判（182×257mm）、レターサイズ（約216×280mm）

連量 ホッパ給紙：55～70kg
トレー給紙：55～110kg
（連量とは、用紙788×1091mmのサイズの用紙1000枚あたりの重さを示します。）

坪量 ホッパ給紙：64～81.4g/m2

トレー給紙：64～128g/m2

表面電気抵抗 1×109～1×1012Ω

■ はがき

官製はがき、官製往復はがきと同等の寸法、連量のものを使用してください。
ただし、往復はがきは折り目が無いものを使用してください。

寸法 官製はがき（148×100mm） 官製往復はがき（148×200mm）
連量 135kg相当
坪量 157g/m2相当

■ OHPフィルム

寸法 A4判（210×297mm）
厚さ 0.1mm±0.025mm（100mm±25mm）

乾式PPC用、表面処理されているものを使用してください。

■ ラベル紙

寸法 A4判（210×297mm）、B4判（257×364mm）

乾式PPC用、台紙全体がラベルで覆われたものを使用してください。

■ 封筒

洋形4号（LIFE洋封筒E506ライフ（株）製）のものに限ります。

寸法 105×235mm

用紙の規格と印刷範囲
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印刷範囲

定形用紙
以下に示す印刷範囲は、理論印刷範囲を表しています。実際の印刷範囲と使用環境、プリンタ設定に
より多少異なる場合があります。

ⓦ　ポートレート

印刷範囲 AY

B

C

X
D

FE

ABC...

*1 7ポイントは正確には7.2ポイントです。
*2 10.5ポイントは正確には10.8ポイントです。

記号 意　味 単位
寸法

A3 A4 A5 B4 B5 ﾚﾀｰ はがき 往復は
がき 封筒

A 用紙の長さ mm 420 297 210 364 257 280 148 148 235

B 用紙の上端から印刷範囲までの
距離（上端印刷不可領域） mm 5 5 5 5 5 5 5 5 5

C 用紙の下端から印刷範囲までの
距離（下端印刷不可領域） mm 6 5 4 6 6 6 3 5 5

D 用紙の幅 mm 297 210 148 257 182 216 100 200 105

E 用紙の左端から印刷範囲までの
距離（左端印刷不可領域） mm 5 8 8 8 8 8 8 5 5

F 用紙の右端から印刷範囲までの
距離（右端印刷不可領域） mm 5 4 4 8 4 5 6 5 5

X

横方向の印刷範囲 ドット 2712 1872 1284 2280 1608 1920 816 1796 898

印刷可能　
文字数

パイカ

文字

113 78 53 95 67 80 34 70 37

エリート 135 93 64 114 80 96 40 84 44

コンデンス 193 133 91 162 114 137 58 120 64

7ﾎﾟｲﾝﾄ 113 78 53 95 67 80 34 70 37

10.5ﾎﾟｲﾝﾄ 75 52 35 63 44 53 22 46 24

12ﾎﾟｲﾝﾄ 67 46 32 57 40 48 20 42 22

Y

縦方向の印刷範囲　　　　　　 ドット 3864 2712 1896 3336 2328 2544 1320 1303 2126

印刷可能　
行数

6LPI
行

96 67 47 83 58 63 33 32 53

8LPI 128 90 63 111 77 84 44 43 70

*2
*1
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補足説明

■ 余白量（印刷不可領域）は、使用する用紙の寸法差、プリンタ個々の用紙走行の精度などの条件により前後する
場合があります。

■ 印刷範囲（印刷可能ドット数）は、すべて240DPIで規定されています。400DPIでの印刷可能ドット数は
240DPIのドット数を5/3倍にした値になります。

■ 行桁モードでは、1行目の位置は240DPI相当で印刷範
囲の上から40ドット目（約4.2mm）となります。した
がって、40ドットより小さい文字を印刷した場合、上
端の余白は上記値よりも大きくなります。

◇ 1行目の第一印刷位置に文字を印刷したときは、全点アドレス印刷モードで座標値として(0, 39) (240DPI)
を指定したのと同じ位置に印刷されます。

◇ 文字が小さい場合などでは見かけ上の余白が大きくなります。

ⓦ　ランドスケープ

ABC...

用紙上端 

印刷範囲上端 

40ドット 
1行目の位置 

*1 7ポイントは正確には7.2ポイントです。
*2 10.5ポイントは正確には10.8ポイントです。

印刷範囲 AY

B

C

X
D

FE

ABC...

*2
*1

用紙の規格と印刷範囲

記号 意味 単位
寸法

A3 A4 A5 B4 B5 ﾚﾀｰ はがき 往復は
がき 封筒

A 用紙の長さ mm 297 210 148 257 182 216 100 200 105

B 用紙の上端から印刷範囲までの
距離（上端印刷不可領域） mm 5 4 4 8 4 5 6 5 5

C 用紙の下端から印刷範囲までの
距離（下端印刷不可領域） mm 5 8 8 8 8 8 8 5 5

D 用紙の幅 mm 420 297 210 364 257 280 148 148 235

E 用紙の左端から印刷範囲までの
距離（左端印刷不可領域） mm 5 5 5 5 5 5 5 5 5

F 用紙の右端から印刷範囲までの
距離（右端印刷不可領域） mm 6 5 4 14 6 6 6 5 5

X

横方向の印刷範囲 ドット 3864 2712 1896 3264 2328 2544 1320 1303 2126

印刷可能
文字数

パイカ

文字

161 113 79 136 97 106 54 108 88

エリート 193 135 94 163 116 127 64 130 106

コンデンス 276 193 135 233 166 181 92 186 151

7ﾎﾟｲﾝﾄ 161 113 79 136 97 106 54 104 88

10.5ﾎﾟｲﾝﾄ 107 75 52 90 64 70 36 72 59

12ﾎﾟｲﾝﾄ 96 67 47 81 58 63 32 64 53

Y

縦方向の印刷範囲 ドット 2712 1872 1284 2280 1608 1920 816 1796 898

印刷可能　
行数

6LPI
行

67 46 32 57 40 48 20 21 22

8LPI 90 62 42 76 53 64 27 28 29
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種　別 ドット数
文字数 1バイト系 パイカ 24ドット

エリート 20ドット
コンデンス 14ドット

2バイト系 7ポ（1/10インチ） 24ドット
10.5ポ（3/20インチ） 36ドット
12ポ（1/6インチ） 40ドット

行数 6LPI（1/6インチ） 40ドット
8LPI（1/8インチ） 30ドット

ABCDEF

用紙下端 

印刷範囲下端 
改行 ※ 

■ 行桁モードでは、ページの下端付近での改行の結
果、次の印刷位置が上記印刷範囲をはみ出してしま
う場合には改ページされます。このため改行ピッチ
の設定によっては印刷範囲下端付近には印刷できな
い場合があり、その場合の下端余白は上記値よりも
大きくなります。

◇ 最終行が下にはみ出してしまうので、実際には改ページ後に印刷されます。その結果、※の部分には印刷
できなくなるので見かけ上の余白が大きくなります。

■ 印刷可能桁数、行数は、上記印刷範囲のドット数を文字ピッチあるいは行ピッチで割ることによって算出した
ものです。
計算に用いる値は次のとおりです。

◇ 値はすべて240DPIでのドット数です。文字数、行数とも、計算はすべて240DPIで行います。
◇ 2バイト系文字については、カッコ内に示した文字ピッチを使用している場合のドット数を示していま

す。文字ピッチを変えることにより、印刷可能桁数も変わります。

◇ 1バイト系、2バイト系文字とも、文字間にスペースを挿入することが可能ですが、この場合も印刷可能
桁数は減少します。

定形外用紙
定形外用紙とは、本プリンタでサポートしている定形用紙（A3、A4、A5、B4、B5、レター、はが
き、往復はがき、封筒）以外の大きさの用紙のことです。この場合の印刷範囲と印刷位置は、使用する
用紙の大きさ、プリンタ設定に応じてアプリケーションから正しく制御する必要があります。

プリンタの設定について

定形外用紙に印刷する場合、フロントトレーから給紙させます。プリンタは定形用紙を想定し、印刷
位置、印刷範囲の制御を行います。操作パネルのトレースイッチによって印刷させる定形外用紙の用
紙サイズに近似した用紙サイズを設定する必要があります。
印刷範囲が定型外用紙内に収まっていないで印刷を行うと装置内を汚すなど、思わぬ障害の原因とな
る場合があります。印刷前に十分確認してください。

定形外用紙はホッパからは給紙できません。

余白について

印刷結果が実際に使用する用紙をはみ出すことのないように注意してください。はみ出した印刷を続
けると、思わぬトラブルの原因となります。
また、印刷品質を保つため、実際に使用する用紙に対して上下左右とも5mm以上の余白ができるよう
に、印刷位置と印刷範囲を設定してください。
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A-B
2

210mm 
（A4） 

プリンタに設定 
した用紙サイズ 

300mm

実際に使用する 
用紙サイズ 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ 

実際に使用する 
用紙サイズ 

プリンタに設定 
した用紙サイズ 

250mm
297mm 
（A4） 

ＡＢＣＤ 

ＥＦＧＨ 

ＩＪＫＬ 

ＭＮＯＰ 

ＱＲＳＴ 

ＵＶＷＸ 

ＹＺ 

ＡＢＣＤ 

ＥＦＧＨ 

 

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩ 

150mm

210mm 
（A4） 

実際に使用する 
用紙サイズ 

プリンタに設定 
した用紙サイズ 

用紙の規格と印刷範囲

印刷位置について

次に様々なケースでの印刷位置、印刷範囲の考え方を説明します。これらの説明は主に行桁モードに
よる制御を前提にしていますが、それ以外の方法でも同様の考え方による制御を行ってください。

■　ポートレートの桁方向（プリンタに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンタの設定をA4にしているとき
に、幅が150mmの用紙に印刷する場合、プリン
タはA4の用紙に対して正しく印刷されるよう
に、印刷位置や範囲を制御します。その結果、
左右の端の部分の印刷が用紙からはみ出してし
まいます。

このような場合には、各行の先頭に適当な量の
スペースを取ることにより、用紙上の正しい位
置に印刷するようにしてください。
必要なスペース量は次のように算出してくださ
い。

必要なスペース= A: プリンタに設定されている用紙の幅
B: 実際に使用する用紙の幅

■　ポートレートの桁方向（実際に使用する用紙サ
イズの方が大きいとき）

例えば、プリンタの設定をA4にしているとき
に幅が300mmの用紙に印刷する場合、プリン
タはA4の用紙に対して正しく印刷されるよう
に、印刷位置や範囲を制御します。その結果、
用紙の左右には印刷できない部分が発生しま
す。

このような使用方法には問題はありません。た
だし、用紙の左右の部分にも印刷したい場合に
は、プリンタに設定する用紙サイズをB4な
ど、もっと大きいものに変更してください。

■　ポートレートの行方向（プリンタに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンタの設定をA4にしているときに長さ
が250mmの用紙に印刷する場合、プリンタはA4の
用紙の長さを超えるような改行命令については自動
的に改ページをしますが、使用する用紙が短いため
に下端付近のデータは用紙をはみ出してしまいま
す。

このような場合には、1ページ当たりに印刷可能な
行数を制限し、はみ出すことのないようにしてくだ
さい。
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■　ポートレートの行方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンタの設定をA4にしている
ときに、長さが400mmの用紙に印刷す
る場合、プリンタはA4の用紙を超えるよ
うなデータは印刷しません。その結果、
用紙の下端には印刷できない部分が発生
します。

このような使用方法には問題はありませ
ん。ただし、用紙の下端部分にも印刷し
たい場合は、プリンタに設定する用紙サ
イズをB4など、もっと大きいものに変更
してください。

■　ランドスケープの桁方向（プリンタに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンタの設定をA4にしているときに、
長さが250mmの用紙に印刷する場合、プリンタ
はA4の用紙に対して正しく印刷されるように、印
刷位置や範囲を制御します。その結果、左端（行
の先頭）の部分の印刷が用紙からはみ出してしま
います。

この場合には、各行の先頭に適当な量のスペース
をとることにより、用紙上の正しい位置に印刷す
るようにしてください。
必要なスペース量は次のように算出してくださ
い。

必要なスペース＝A－B

A：プリンタに設定されている用紙の幅
B：実際に使用する用紙の幅

■　ランドスケープの桁方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンタの設定をA4にしていると
きに、長さが400mmの用紙に印刷する場
合、プリンタはA4の用紙に対して正しく印
刷されるように、印刷位置や範囲を制御し
ます。その結果、用紙の左端には印刷でき
ない部分が発生します。

このような使用方法には問題はありませ
ん。ただし、用紙の左端の部分にも印刷し
たい場合は、プリンタに設定する用紙サイ
ズをB4など、もっと大きいものに変更して
ください。

プリンタに設定 
した用紙サイズ 

実際に使用する 
用紙サイズ 

400mm

297mm 
（A4） 

ＡＢＣＤ 

ＥＦＧＨ 

ＩＪＫＬ 

ＭＮＯＰ 

ＱＲＳＴ 

ＵＶＷＸ 

ＹＺ 

ＡＢＣＤ 

ＥＦＧＨ 

 

プリンタに設定した 
用紙サイズ 

250mm

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬ  

297mm 
（A4） 

実際に使用する 
用紙サイズ 

用紙走行方向

 

実際に使用する 
用紙サイズ 

400mm

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬ  

297mm 
（A4） 

プリンタに設定した 
用紙サイズ 

用紙走行方向
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■　ランドスケープの行方向（プリンタに設定した用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンタの設定をA4にしているとき
に、幅が150mmの用紙に印刷する場合、プリン
タはA4の用紙に対して正しく印刷されるよう
に、印刷位置や範囲を制御します。その結果、
ページの上下の部分の印刷が用紙からはみ出し
てしまいます。

この場合には各ページの先頭に適当な量の余白
（改行）をとることにより、用紙上の正しい位置
に印刷するようにしてください。
必要な余白の量は次のように算出してくださ
い。

必要なスペース= C: プリンタに設定されている用紙の幅
D: 実際に使用する用紙の幅

また、1ページ当たりに印刷可能な行数を制限し、はみ出すことのないようにしてください。

■　ランドスケープの行方向（実際に使用する用紙サイズの方が大きいとき）

例えば、プリンタの設定をA4にしているとき
に、幅が300mmの用紙に印刷する場合、プリン
タはA4の用紙に対して正しく印刷されるよう
に、印刷位置や範囲を制御します。その結果、
用紙の上下には印刷できない部分が発生しま
す。

このような使用方法には問題はありません。た
だし、用紙上下の部分にも印刷したい場合に
は、プリンタに設定する用紙サイズをB4など、
もっと大きいものに変更してください。

80桁モード

本プリンタの印刷可能桁数は78桁（A4用紙、パイカモード時）です。したがって80桁のシリアルプリンタでバッ
ファフル印刷を利用して改行を行うソフトウェアを本プリンタで使用した場合、印刷位置が異なることになりま
す。

このため、本プリンタではバッファフルまでの印刷桁数を印刷範囲に広げることで、80桁にすることができます
（A4ポートレートの場合のみ可能です）。設定は「A4ポートレートケタスウ」メニューまたはリモートパネルで行
います。（ユーザーズマニュアル［2/3］参照）

プリンタに設定した 
用紙サイズ 

150mm 210mm 
（A4） 

実際に使用する 
用紙サイズ 

ＡＢＣＤ 
ＥＦＧＨ 
ＩＪＫＬ 
ＭＮＯＰ 
ＱＲＳＴ 
ＵＶＷＸ 
ＹＺ 
 

用紙走行方向 

C-D
2

実際に使用する 
用紙サイズ 

300mm210mm 
（A4） 

プリンタに設定した 
用紙サイズ 

ＡＢＣＤ 
ＥＦＧＨ 
ＩＪＫＬ 
ＭＮＯＰ 
ＱＲＳＴ 
ＵＶＷＸ 
ＹＺ 
 

用紙走行方向 

用紙の規格と印刷範囲
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NPDLの初期状態

内部設定
次の条件で、プリンタの内部状態は初期状態になります。それぞれの条件下における初期状態については、次の表
をご覧ください。

■ 電源をONにしたとき
■ 操作パネル上でリセットを実行したとき
→ 未印刷データをすべて消します。

■ ソフトウェアリセット（ESC c1）を実行したとき
→ 印刷フォーマット、ホッパ指定は初期状態になりません。未印刷データは印刷されます。

■ INPUT･PRIME信号を受信したとき
→ VFU印刷フォーマット、ホッパ指定、およびセレクト／ディセレクトは初期状態になりません。未印刷デー
タは印刷されます。

■ パラメータリセット（ESC c8）を実行したとき
→ VFU、印刷フォーマット、ホッパ指定、セレクト／ディセレクト、動作モード、網かけ登録、1バイト文字
登録などの登録内容は初期状態になりません。未印刷データは印刷されます。

内部状態
イニシャライズ（初期化）の種類

電源ON 操作ﾊﾟﾈﾙﾘｾｯﾄ ESC c1 INPUT・PRIME ESC c8

現在位置 第1行第1桁

レフトマージン幅 メニュー設定に従う（工場設定000）

ライトマージン幅 　A3：113　　A4： 078（80桁モード時 080）　A5: 053
B4：095　　B5: 067　　　　レター: 080　　はがき: 034

水平タブセット クリア

VFU

FF長 A3: 96行　A4: 67行　A5: 47行
B4: 81行　B5: 58行　レター: 63行　はがき: 33行 変化せず

ボトム領域 なし 変化せず

VTセット
（CH2）

A3:第7､13､19､25､37､43､49､55､61､67､73､79､
85､91行目A4:第7､13､19､25､31､37､43､49､55､
61､67行目
A5:第7､13､19､25､31､37、43行目
B4:第7､13､19､25､37､43､49､55､61､67､73､79
行目
B5:第7､13､19､25､31､37､43､49､55行目
レター:第7､13､19､25､31､37､43､49､55､61行目
はがき:第7､13､19､25､31行目

変化せず

VTセット　　
(CH3〜CH6) クリア 変化せず

改行方向 順方向改行

改行幅 1/6インチ

セレクト／ディセレクト状態 セレクト状態 変化せず

受信バッファ クリア クリアせず

ページバッファ クリア クリアせず

未印刷データ — クリア 印刷実行

動作モード メニュー設定に従う（エミュレーション／ページプリンタ）

印刷方式 パイカモード

コード表のシフト状態 カタカナ状態（8ビットコード）

1バイト文字フォント メニュー設定に従う（標準／イタリック／クーリエ／ゴシック）

漢字書体 メニュー設定に従う（内蔵明朝／内蔵ゴシック）

漢字
文字サイズ 10.5ポイント

文字幅 3/20インチ

半角
縦書き 解除

組文字 解除

スクリプト文字 解除

倍率指定 縦横とも解除

修飾印刷 解除
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内部状態
イニシャライズ（初期化）の種類

電源ON 操作ﾊﾟﾈﾙﾘｾｯﾄ ESC c1 INPUT・PRIME ESC c8

アンダライン

指定 解除

線種 実線、一重線

線幅 2ドット

網かけ
指定 解除

登録 クリア（未登録状態） クリアせず

白黒反転 解除

固定ドットスペース 左右とも0ドット

縦方向文字位置オフセット 0ドット

1バイト文字登録
パターン ROMパターン

登録 クリア（未登録状態） クリアせず

2バイト文字登録 クリア（未登録状態） クリアせず

ドット切り替え メニュー設定に従う（ネイティブモード／コピーモード）

印刷フォーマット
印刷方向 ポートレート 変化せず

縮小モード 解除 変化せず

コピー枚数
コード (FSx) １枚 メニュー設定に従う

操作パネル １枚 変化せず

座標指定単位 1/240インチ

描画座標 （X，Y）= （0，0）

全点アドレス印刷モード 解除

フォーム
登録 クリア クリアせず

参照 解除 変化せず

図形印刷モード 解除

グラフ描画モード 絶対描画モード

プリンタ単位 1/240インチ

線分

線種 実線

線幅 1ドット幅

線長

線端タイプ 断ち切り型

接続タイプ マイタ接続

選択パターン 黒べた

登録パターン クリア クリアせず

ペン
座標 （X，Y）＝（0，0）

上下位置 アップ状態

塗り潰しモード 解除

塗り潰し
選択パターン パターン番号0

登録パターン クリア（未登録状態） クリアせず

スケーリング
ポイント

（X，Y） = （0，0）

各用紙サイズ、印刷フォーマットでの最大印刷位置

スケーリング 解除

ウィンドウ領域 各用紙サイズでの最大

座標系反転 解除

座標系回転 0度

論理描画 OR

パス構築モード 解除

パスデータ 廃棄

ホッパ指定 メニュー設定に従う
（ホッパ1/ホッパ2/ホッパ3） 変化せず

ホッパ／トレー給紙 ホッパ給紙 変化せず

セントロ切り替え 準備 （前後Ready） 以前の状態を継続

両面印刷 片面印刷 変化せず

P1
P2

P1P2の対角線距離の4%

NPDLの初期状態
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機　能

DATA 1～8を読み込むための同期信号であ
る。定常状態はHIGHであり、HIGHから
LOWになったときBUSYがHIGHになり、次
にLOWからHIGHになるまでにDATA 1～8
を読み込む。パルス幅は最小1msとする。

各信号は、データの1ビット目から8ビット目の情報を受信する入力信号である。
論理1はHIGHである。DATA 1が最下位桁（LSB）、DATA 8が最上位桁（MSB）で
ある。上図に示すDATA･STBの前後1msの範囲でDATA 1～8は確定していること。

受信したデータをプリンタ内へ取り込み完了したことを示す信号で、DATA･STB
受信に対する応答である。ただし、電源ON時、インプットプライム処理終了時、
および操作パネルによるリセットの処理終了時には無条件に一度出力する。定常状
態はHIGHであり、約1msLOWとなるパルスを出力する。
プリンタがデータ受信不可能（BUSY中）状態であることを知らせる信号である。
LOWの場合、データ入力が可能である。次の条件を満たすものが1つでもあれば
HIGHになる。それ以外ではLOWである。
ⓦ SELECT信号がLOWのとき。
ⓦ FAULT信号がLOWのとき。
ⓦ INPUT･PRIME信号がLOWになったときから所定時間経過し、かつINPUT･
PRIME信号がHIGHになるまでの間。

ⓦ データを受信してから、プリンタ内へ取り込み完了するまでの間。
ⓦ 操作パネルによるリセットを行ってから、内部初期化処理が終了するまでの間。
［補足］
本プリンタは印刷処理用の1ページ分バッファのほかに、受信用のバッファを持
ち、データを受信するとまず受信バッファに書き込まれる。このため、データの処
理が完了しないうちに次のデータを受信することができ、プリンタの動作状態と
BUSY信号の状態は同期しない。また、受信用バッファが満杯になったときは
BUSY信号はHIGHを保持し、印刷動作実行などにより余裕が生じたらLOWとなっ
て次の受信を行う。
用紙がなくなったときHIGHになる。
ⓦ 設定されたサイズの用紙がホッパに存在せず、縮小もできない場合
ⓦ 用紙がない場合
プリンタがセレクト中（HIGH）かディセレクト中（LOW）かを示す。セレクト中は
データの受信が可能である。
［セレクトになる条件］
ⓦ 電源ONしたとき
ⓦ ディセレクト状態で印刷可スイッチが押されたとき。
ⓦ メモリスイッチ1-5がOFFで、ディセレクト状態でDC1コードを受信したとき。
［ディセレクトになる条件］
ⓦ セレクト状態で印刷可スイッチが押されたとき。
ⓦ メモリスイッチ1-5がOFFで、DC3コードを受信したとき。
ⓦ PE＝1のとき。
ⓦ FAULT＝0のとき。
将来の拡張用
信号用グランド
フレームグランド
プリンタの電源がONになっていることを表す。
（信号グランドに接続されている。）
この信号がLOWになるとプリンタは初期状態になる。パルス幅は15ms以上必要。
SELECT信号がHIGH、LOWどちらであってもINPUT･PRIMEは有効。INPUT･
PRIME信号による初期状態は電源ON時とほぼ同じ状態となる。
次のいずれかの条件が発生したときLOWになる。
ⓦ SELECT＝0のとき。
ⓦ プリンタがエラーのとき。
信号用グランド
将来の拡張用

略　称

DATA･
STB

DATA 1
DATA 2
DATA 3
DATA 4
DATA 5
DATA 6
DATA 7
DATA 8
ACK

BUSY

PE

SELECT

―
SG
FG
DCN
―

INPUT･
PRIME

FAULT

SG
―

ピン番号

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14～15
16
17
18
19～30
31

32

33
34～36

インタフェース

インタフェース信号の機能

―
―
―

―

―
―

信号名

データストローブ

データ1
データ2
データ3
データ4
データ5
データ6
データ7
データ8
アクノリッジ

ビジィ

ペーパエンド

セレクト

―
シグナルグランド
フレームグランド
デバイスコネクト
TWISTED PAIR GND
インプットプライム

フォルト

シグナルグランド
―

コンピュ
ータ

プリ
ンタ

DATA1～8

BUSY

1µs 
min

DATA・STB

1µs 
min

1µs 
min
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タイムチャート

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

FAULT

DC3

LOW

DC1

◇ DC1、DC3の処理は受信バッファから読み出された後に実行さ
れる。

(A)セレクト状態で印刷可スイッチを押すとただちにディセレクト
状態になる。

(B)ディセレクト状態で印刷可スイッチを押すとセレクト状態にな
る。

データ受信時電源ON時

◇ 選択されていないインタフェースにINPUT･PRIME信号を入れ
た場合、INPUT･PRIME信号は無効となり、上記信号は反応し
ない。

INPUT･PRIME受信時 DC1、DC3によるセレクト、ディセレクトの切り替え

操作パネルによるセレクト、ディセレクトの切り替え ストップスイッチによる一時停止

(A)セレクト状態でストップスイッチを押すとただちにディセレク
ト状態になる。

(B)ディセレクト状態で印刷可スイッチを押すとセレクト状態にな
る。

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

ストップスイッチ 

FAULT

（B） 

印刷可スイッチ 
（A） 

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

印刷可スイッチ 

FAULT

（A） （B） 

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

FAULT

HIGH

LOW

t1

t2 t3 t4

HIGH

HIGH

t1 :  MSW8-3,8-4,8-7,8-8による 
t2, t3, t4 :  1µs min

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

電源スイッチ 

FAULT

HIGH

LOW

HIGH

HIGH

電源ON時には、 
いつも出力される 

DCN

Min1.5s

インタフェース

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

FAULT

HIGH

LOW

t1

t2 t3

t1 :  15µs max 
t2 :  15µs min 
t3 :  受信済みデータの処理時間 + 初期化に要する時間 



58 3章　技術情報

信号名 回路形式

DATA 1～8
（背面の

インタフェース）

DATA 1～8
（前面の

インタフェース）

DATA･STB

INPUT･PRIME

+5V

1kΩ

LS14相当品 470pF 
 

510Ω

+5V

1kΩ

LS244相当品 470pF 
 

510Ω

コネクタピン配置

*　各ピンの信号については56ページの説明をご覧ください。
これらのピンの端子はプリンタ内部で相互に接続されています。

電気的特性

入力回路 出力回路

BUSY

DATA1～8

DATA・STB

ACK

PE

SELECT

INPUT・PRIME

印刷可スイッチ 

FAULT

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

デ
ー
タ
 

（A） （B） （C） 

用紙なし発生時

(A) 印刷データ受信後、用紙なしを検出するとただちににディセ
レクト状態になる。

(B) 用紙をセットしても状態は変化しない。
(C) 印刷可スイッチを押すことによりセレクト状態となり、前の

続きの処理を再開する。

18

36 19

1

信号名 回路形式

ACK
FAULT
BUSY
PE

SELECT
DCN

LS240相当品 

220pF

+5V

1kΩ

LS244相当品 470pF 
 

510Ω
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制御コード一覧
以下の表において「E」と「P」は動作モードを表します。

E：201PLエミュレーションモード
P：ページプリンタ（NPDL）モード

また、「○」と「×」はそれぞれの動作モードでその制御コードを使用できるか（○）使用できないか（×）を示します。
制御コードの詳細については、別売の「日本語ページプリンタ言語NPDL（Level 2）リファレンスマニュアル」をご
覧ください。

テキストモード

制御コード一覧

コード区分 機　能 制御コード E P

ページ制御コード 改ページ指令 FF ○ ○
未印刷データ排出 ESC a ○ ○
未印刷データ排出 ESC b ○ ○
印刷方向の設定およびホッパ選択 FS f c1 c2 c3. ○ ○
印刷方向の設定および用紙サイズ選択 FS f c1 c2 c3. ○ ○
印刷方向の設定および縮小／拡大モード設定 FS f c1 c2 c3 c4 c5. ○ ○
ページコピー枚数の設定 FS x ○ ○

行桁関連制御コード
　■行桁制御印刷コード ドットスペース（1～8ドットスペース） ESC <n> ○ ○

ドットスペース（9～25ドットスペース） ESC <n> × ○
固定ドットスペース FS w ○ ○
2バイトコード文字の文字幅設定 FS p ○ ○
ドットアドレッシング ESC F ○ ○
半角文字の組文字設定 ESC q ○ ○
縮小文字の組文字印刷指定 FS P ○ ○
縦方向オフセット量の設定 FS t × ○
VFUの設定開始 GS ○ ○
VFUの設定終了 RS ○ ○
簡易VFUの設定 ESC v ○ ○
垂直タブの実行 VT ○ ○
VFUの実行 US ○ ○
水平タブの設定 ESC ( ○ ○
水平タブの実行 HT ○ ○
水平タブの部分クリア ESC ) ○ ○
水平タブの全クリア ESC 2 ○ ○
レフトマージンの設定 ESC L ○ ○
ライトマージンの設定 ESC / ○ ○
1/6インチ改行モードの設定 ESC A ○ ○
1/8インチ改行モードの設定 ESC B ○ ○
N/120インチ改行モードの設定 ESC T ○ ○
印刷位置の復帰 CR ○ ○
改行指令 LF ○ ○
改ページ指令 FF ○ ○
n行改行 US ○ ○
順方向改行モードの設定 ESC f ○ ○
逆方向改行モードの設定 ESC r ○ ○

　■行桁修飾制御コード ライン付加モードの設定 ESC X ○ ○
ライン付加モードの解除 ESC Y ○ ○
アンダライン／オーバラインの指定 ESC ＿ ○ ○
付加ライン線種の設定 FS 04 L ○ ○
網かけ・白黒反転モードの設定 FS n ○ ○
網かけ・白黒反転モードの解除 FS E ○ ○
網かけパターンの登録 FS r × ○

　■ドット列印刷制御コード 8ビットドット列対応グラフィックモードの設定 ESC S ○ ○
16ビットドット列対応グラフィックモードの設定 ESC I ○ ○
24ビットドット列対応グラフィックモードの設定 ESC J ○ ×
8ビットドット列リピート ESC V ○ ×
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　■ドット列印刷制御コード 16ビットドット列リピート ESC W ○ ×
　　（続き） 24ビットドット列リピート ESC U ○ ×

40ビットドット列印刷モードの設定 FS b × ○
　■その他 コピーモードの設定 ESC D ○ ○

ネイティブモードの設定 ESC M ○ ○

文字関連制御コード
　■文字セット制御コード 英数モードの設定（7ビットコード） SI ○ ×

カタカナモードの設定（7ビットコード） SO ○ ×
カタカナモードの設定（8ビットコード） ESC $ ○ ○
英数モードの設定（7ビットコード） ESC $ ○ ×
ひらがなモードの設定（8ビットコード） ESC & ○ ○
ひらがなモードの設定（7ビットコード） ESC & ○ ×
CGグラフィックモードの設定（7ビットコード） ESC # ○ ×
外字（24×24ドット）のロード ESC + ○ ×
外字（16×16ドット）のロード ESC ＊ ○ ×
1バイトコード文字のダウンロード ESC l ○ ×
登録文字のクリア ESC l 0 ○ ×
登録文字の印刷 ESC l ＋ ○ ×
プリンタ内蔵文字の印刷 ESC l － ○ ×
1バイトコード文字の登録 FS g R × ○
2バイトコード文字の登録 FS g R2K × ○
1バイトコード登録文字の全クリア FS g AC1. × ○
2バイトコード登録文字の全クリア FS g AC2. × ○
1バイトコード内蔵文字印刷 FS g MI1. × ○
1バイトコード登録文字印刷 FS g MR1. × ○
1バイト文字フォントの選択 FS 06F1 ○ ○
2バイト文字書体の選択 FS 06F2 × ○
2バイト文字指定 ESC O ○ ○

　■文字スタイル制御コード 文字拡大モードの設定（8ビットコード） SO ○ ×
文字拡大モードの解除（8ビットコード） SI ○ ×
文字拡大モードの設定（7ビットコード） DC2 ○ ×
文字拡大モードの解除（7ビットコード） DC4 ○ ×
パイカモードの設定 ESC H ○ ○
エリートモードの設定 ESC E ○ ○
コンデンスモードの設定 ESC Q ○ ○
プロポーショナルモードの設定 ESC P ○ ○
漢字（横書き）モードの設定 ESC K ○ ○
漢字（縦書き）モードの設定 ESC t ○ ○
外字の印刷（横書き） ESC K a1 b1 ○ ○
外字の印刷（縦書き） ESC t a1 b1 ○ ○
半角文字の縦書きモード設定 ESC h1 ○ ○
半角文字の縦書きモード解除 ESC h0 ○ ○
スーパスクリプトモードの設定 ESC s1 ○ ○
サブスクリプトモードの設定 ESC s2 ○ ○
スクリプトモードの解除 ESC s0 ○ ○
文字サイズの設定 FS 04S ○ ○
1バイト文字サイズの設定 FS 07S1 × ○
2バイト文字サイズの設定 FS 07S2 × ○
1バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S1 × ○
2バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S2 × ○
全角漢字の文字幅設定 FS A ○ ○
（文字幅：3/20インチ、文字サイズ：10.5ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS B ○ ○
（文字幅：1/5インチ、文字サイズ：10.5ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS C ○ ○
（文字幅：1/6インチ、文字サイズ：10.5ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS F ○ ×
（文字幅：1/10インチ、文字サイズ：7ポイント）
全角漢字の文字幅設定 FS G ○ ×
（文字幅：1/6インチ、文字サイズ：12ポイント）
縦横拡大率の指定 ESC e ○ ×
文字の拡大率、縮小率の指定 FS m ○ ○
強調印刷モードの設定 ESC ! ○ ○
強調印刷モードの解除 ESC ” ○ ○
文字修飾の指定／解除 FS c ○ ○
文字明度の指定 FS $ P1. × ○

　■漢字コード表設定 漢字コード表の設定 FS 05 F ○ ○

コード区分 機　能 制御コード E P

テキストモード（続き）
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　■その他 キャラクタリピート ESC R ○ ○

面制御コード 座標指定単位の設定 FS < × ○
描画座標の指定 FS e × ○
座標のコピー FS e × ○
罫線の描画 FS l × ○
領域指定の網かけ FS s × ○
網かけパターンの登録 FS r × ○
領域指定のイメージ印刷 FS i × ○
全点アドレス印刷モードの設定 FS a × ○
全点アドレス印刷モードの解除 FS R × ○
フォーム登録の開始／参照 FS u ○ ○
フォーム登録モードの解除 FS U ○ ○

その他 セレクト状態の設定 DC1 ○ ×
ディセレクト状態の設定 DC3 ○ ×
201PLエミュレーションモードの設定 FS d 160. ○ ○
ページプリンタモードの設定 FS d 240. ○ ○
ソフトウェアリセット ESC c1 ○ ○
パラメータリセット ESC c8 ○ ○
図形モードの設定 FS Y × ○
図形モードの解除 FS Z × ○
描画論理の指定 FS " × ○
クリッピング領域の設定 FS # × ○

コード区分 機　能 制御コード E P

テキストモード（続き）

コード区分 機　能 制御コード E P

図形の座標系設定 スケーリングポイントの設定 IP × ○
座標系の設定 SC × ○
ウィンドウ領域の指定 IW × ○
回転角の設定 RO × ○
座標系の反転 RC × ○
プリンタ単位の設定 SU × ○

線に関する設定 線種の設定 LT × ○
線幅の設笑め定 LW × ○
線端タイプの設定 LC × ○
線接続タイプの設定 LJ × ○
線タイプの登録 RL × ○
線パターンの選択 LP × ○

塗りつぶしに関する設定 塗りつぶしモードの設定 XX1 × ○
塗りつぶしモードの解除 XX0 × ○
塗りつぶしパターンの選択 PP × ○
塗りつぶしパターンの登録 RP × ○
グレイレベルパターンの設定 SG × ○
描画論理の設定 PM × ○

図形の描画 ペンを上げる PU × ○
ペンを下げる PD × ○
直線の描画（絶対描画モード） PA × ○
直線の描画（相対描画モード） PR × ○
ペンの移動（絶対描画モード） MA × ○
ペンの移動（相対描画モード） MR × ○
自由曲線の移動（絶対描画モード） BA × ○
自由曲線の移動（相対描画モード） BR × ○
扇形の描画（絶対描画モード） FA × ○
扇形の描画（相対描画モード） FR × ○
円の描画 CI × ○
円弧の描画（絶対描画モード） AA × ○
円弧の描画（相対描画モード） AR × ○
円弧の描画（絶対座標） AX × ○
円弧の描画（相対座標） AY × ○

図形モード
図形モードに関する制御コードはすべてページプリンタモードの図形モード中で有効です。

制御コード一覧
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図形の描画（続き） 円弧の描画 AT × ○
楕円の描画 EL × ○
楕円弧の描画 ED × ○
楕円弧の描画（逆方向） EN × ○
枠無し四角形の塗りつぶし（絶対位置指定） RA × ○
枠無し四角形の塗りつぶし（相対位置指定） RR × ○
枠あり四角形の塗りつぶし（絶対位置指定） EA × ○
枠あり四角形の塗りつぶし（相対位置指定） ER × ○
枠無し扇形の塗りつぶし WG × ○
枠あり扇形の塗りつぶし EW × ○
閉領域の塗りつぶし PI × ○
パス構築モードの開始 NP × ○
パスの閉鎖 CP × ○
パス構築モードの終了 EP × ○
ストロークの描画 ST × ○
フィルの描画（非零則） FL × ○
フィルの描画（偶奇則） EF × ○

その他 イニシャライズ IN × ○
初期設定 DF × ○
図形モード設定 FS Y × ○
図形モード解除 FS Z × ○

コード区分 機　能 制御コード E P

図形モード（続き）

コマンド 機　　能

ESC C 行単位ページ長設定
ESC｠C 0 インチ単位ページ長設定
ESC N ミシン目スキップ設定
ESC｠O ミシン目スキップ解除
ESC Q 右マージン設定
ESC l 左マージン設定
ESC 0 1/8ンチ改行量設定
ESC 2 1/6インチ改行量設定
ESC 3 n/180インチ改行量設定
ESC + n/360インチ改行量設定
ESC B 垂直タブ位置設定
ESC D 水平タブ位置設定
CR キャリッジリターン
LF 改行
FF 改ページ
ESC J n/180インチ順方向紙送り
HT 水平タブ
VT 垂直タブ
ESC $ 絶対位置指定
ESC ¥ 相対位置指定
ESC M 12 CPI指定
ESC P 10 CPI指定
ESC g 15 CPI指定
ESC｠p プロポーショナル指定、解除
ESC｠R 国際文字選択
ESC｠S スーパー、サブスクリプト指定
ESC｠T スーパー、サブスクリプト解除
ESC k 書体選択
ESC｠% ダウンロード文字セット指定、解除
ESC & ダウンロード文字定義
ESC｠: 文字セットコピー
ESC SP 文字間スペース量設定
ESC w 縦倍拡大指定、解除
SI 縮小指定
DC2 縮小解除

コマンド 機　　能

ESC - アンダーライン指定、解除
SO 自動解除付き倍幅拡大指定
DC 4 自動解除付き倍幅拡大解除
ESC｠W 倍幅拡大指定、解除
ESC E 強調指定
ESC F 強調解除
ESC G 二重印字指定
ESC H 二重印字解除
ESC｠! 一括指定
ESC 4 イタリック指定
ESC 5 イタリック解除
ESC q 文字スタイル選択
FS J 縦書き指定
FS K 横書き指定
FS D 半角縦書き２文字指定
FS W ４倍角指定、解除
FS - 漢字アンダーライン指定、解除
FS ! 漢字一括指定
FS & 漢字モード指定
FS . 漢字モード解除
FS SI 半角文字指定
FS DC2 半角文字指定解除
FS r 1/4角文字指定
FS｠k 漢字書体選択
FS 2 外字定義
FS S 全角文字スペース量設定
FS｠T 半角文字スペース量設定
ESC ＊ ビットイメージ選択
ESC ＊ ビットイメージリピート
ESC @ 初期化
ESC EM カットシートフィーダ制御
FS f c1 c2 c3 . 印刷方向の設定およびホッパ選択
FS f c1 c2 c3 . 印刷方向の設定および用紙サイズ選択
FS f c1 c2 c3 c4 c5 . 印刷方向の設定および縮小／拡大モード選択

ESC/Pエミュレーションサポートコマンド
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コード区分 機　能 制御コード E P

■ 漢字コード表設定 漢字コード表の設定 FS 05 F2 ○ ○
■ 文字スタイル制御コード 1バイト文字サイズの設定 FS 07 S1 × ○

2バイト文字サイズの設定 FS 07 S2 × ○
1バイト文字縦横サイズの設定 FS 12 S1 × ○
2バイト文字縦横サイズの設定 FS 12 S2 × ○
文字明度の指定 FS $ × ○
漢字文字幅2/15インチ、文字サイズ9.5ポイント設定 FS D ○ ×

■ ページ制御コード 印刷方向の設定および縮小／拡大モード設定 FS f c1c2c3c4c5. ○ ○
縮小印字での設定 FS 05f ○ ×
両面印刷設定 FS ' ○ ○

■ 面制御コード フォーム登録の開始／参照 FS u ○ ○
■ 図形の描画 自由曲線の描画（絶対座標モード） BA × ○

自由曲線の描画（相対座標モード） BR × ○
楕円、楕円弧の描画 EL, ED, EN × ○

■ 行桁制御印刷コード 2バイトコード文字の文字幅設定 FS p ○ ○
■ 塗りつぶしに関する設定 グレイレベルパターンの設定 SG × ○
■ バーコードの印刷 バーコードの印刷 FS 'p1,p2,p3,p4,p5,p6,p7.d1d2d3d4･･･ ○ ○
■ 文字セット制御コード OCR-Bフォントの指定 FS 06 F1 -004 × ○

機能拡張制御コード
別売りの「日本語ページプリンタ言語NPDL（Level2）リファレンスマニュアル」に記載されていない機能を拡張した
制御コードの一覧表を以下に示します。その後にそれぞれの機能を説明しています。

漢字コード表切り替えのための制御コード
本プリンタは、従来の1978年版のJIS漢字コード表に加えて、1983年版、1990年版の3つの漢字コード表に対応
しています。これらをコンピュータから切り替えるために、以下の制御コードを使用します。

　漢字コード表の設定 FS 05F

　形　式 FS ０ ５ Ｆ ２ － c1 c2

ⓦ c1 c2で漢字コード表を設定します。

ⓦ 本プリンタで印刷する文字は、基本的に上記JISに準拠していますが、デザイン処理等の都合により多
少字形が異なるものがあります。

ⓦ コンピュータが対応していないコード表を選択した場合には、コンピュータのディスプレイと印刷結果
の文字が異なる場合があります。

　記述例 JIS 1983年版を選択するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h30);CHR$(&h35);CHR$(&h46);
CHR$(&h32);CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h31);

または
LPRINT CHR$(28);"05F2-01";

c1 c2 漢字コード表

0 0 JIS 1978年版（JIS C6226-1978）
0 1 JIS 1983年版（JIS X0208-1983）
0 2 JIS 1990年版（JIS X0208-1990）

E：201PLエミュレーションモード P：ページプリンタ（NPDL）モード

機能拡張制御コード
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文字スタイル制御コード
　1バイト文字サイズの設定 FS 07S1

1バイト文字のサイズを0.1ポイント単位で設定します。

　

　形　式 FS ０ ７ Ｓ １ － c1 c2 c3 c4

ⓦ c1 c2 c3 c4で文字サイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
ⓦ c1 c2 c3 c4の有効範囲は0001～9999です。

　記述例 文字サイズを20ポイントに設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h30);CHR$(&h37);CHR$(&h53);CHR$(&h31);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"07S1-0200";

　2バイト文字サイズの設定 FS 07 S2

2バイト文字のサイズを0.1ポイント単位で設定します。

形　式 FS ０ ７ Ｓ ２ － c1 c2 c3 c4

ⓦ c1 c2 c3 c4で文字Xサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
ⓦ c1 c2 c3 c4の有効範囲は0001～9999です。

記述例 文字サイズを20ポイントに設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h30);CHR$(&h37);CHR$(&h53);CHR$(&h32);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"07S2-0200";
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　1バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S1

1バイト文字のサイズを縦横別々に0.1ポイント単位で設定します。

　

　形　式 FS １ ２ Ｓ １ － c1 c2 c3 c4 － c5 c6 c7 c8

ⓦ c1 c2 c3 c4で文字Xサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
ⓦ c5 c6 c7 c8で文字Yサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
ⓦ 有効範囲はX、Yともに0001～9999。

　記述例 縦20ポイント、横50ポイントを設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h31);CHR$(&h32);CHR$(&h53);CHR$(&h31);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h35);CHR$(&h30);CHR$(&h30);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"12S1-0500-0200";

　2バイト文字縦横サイズの設定 FS 12S2

2バイト文字のサイズを縦横別々に0.1ポイント単位で設定します。

形　式 FS １ ２ Ｓ ２ － c1 c2 c3 c4 － c5 c6 c7 c8

ⓦ c1 c2 c3 c4で文字Xサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
ⓦ c5 c6 c7 c8で文字Yサイズを設定します。単位は1/10ポイントです。
ⓦ 有効範囲はX、Yともに0001～9999。

　記述例 縦20ポイント、横50ポイントを設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h31);CHR$(&h32);CHR$(&h53);CHR$(&h32);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h35);CHR$(&h30);CHR$(&h30);
CHR$(&h2D);CHR$(&h30);CHR$(&h32);CHR$(&h30);CHR$(&h30);

または
LPRINT CHR$(28);"12S2-0500-0200";

機能拡張制御コード
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　文字明度の指定 FS $ P1 .

テキストモードでの文字明度を指定します。

　

　形　式 FS ＄ P1 ．

ⓦ P1でテキストモードでの文字明度を指定します。
ⓦ P1の範囲は0～100が有効です。
ⓦ P1は0に近いほど黒くなり、100に近いほど白くなります。（P1=0で黒、P1=100で白）
ⓦ P1省略時およびP1が100より大きいときは、本コマンドは無効となります。

FS $は形式、パターンの範囲ともに従来と同じですが、従来0～100のパラメータを白または黒のどちらかに解釈
して印刷していたものが、本プリンタでは中間調に印刷できるようになりました。これにより従来よりも細かい明
度表現が可能となります。

　記述例 テキストモードでの文字明度を50に指定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h24);"50.";
または
LPRINT CHR$(28);"50.";

　漢字文字幅2／15インチ、文字サイズ9.5ポイント設定 FS D

全角漢字の文字幅を2／15インチ、文字サイズを9.5ポイントに設定します。

　形　式 FS Ｄ

記述例

LPRINT CHR$(&h1C); CHR$(&h44);

または

LPRINT CHR$(28); "D";
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ページ制御コード

　印刷方向の設定および縮小／拡大モード設定 FS f

プリンタの印刷方向および縮小／拡大モードの設定を行います。

形　式 FS ｆ c1 c2 c3 c4 c5 ．

ⓦ c1は印刷方向を設定します。

 c1 印刷方向

P ポートレート
L ランドスケープ

ⓦ c2 ～c5は縮小／拡大モードを設定します。本コマンドは従来縮小機能のみでしたが、本プリンタでは
拡大機能が追加されました。パラメータの設定方法に関しては次ページの表をご覧ください。

記述例 印刷方向をポートレートで、A4サイズの印刷データをA3用紙に拡大して印刷するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h66);"PA4A3.";
または
LPRINT CHR$(28);"f";"PA4A3.";

拡大／縮小モードの設定

c2 c3 c4 c5 機　能

L P B 4 帳票→B4
L P A 4 帳票→A4
U P A 4 A4 x 2→A4
U P B 5 B5 x 2→B5
A 3 B 4 A3→B4
A 3 A 4 A3→A4
A 4 A 3 A4→A3
A 4 B 4 A4→B4
A 4 B 5 A4→B5
B 4 A 3 B4→A3
B 4 A 4 B4→A4
B 4 B 5 B4→B5
B 5 A 4 B5→A4
B 5 B 4 B5→B4

機能拡張制御コード
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　縮小印字の設定 FS 05f

　形　式 FS ０ ５ ｆ c1 c2 c3 c4

ⓦ c1、c2、c3　で縮小率を設定します。
組み合わせは次の中から選択します。

c1、c2、c3　 設定内容

1 0 0 縮小印字解除（原寸）
0 8 0 4／5縮小印字
0 6 7 2／3縮小印字

ⓦ c4　で縮小基準位置を設定します。
設定は次の通りです。

c4 縮小基準位置

L 左端基準
C 中央基準

ⓦ すべての文字に対して有効です。

ⓦ 行の先頭で指定してください。その行から縮小印字します。

行の途中で指定した場合は、次の行から縮小印字します。

ⓦ 縮小印字は受信したデータを2／3または4／5に縮小して印字しますので、例えばA4サイズのデータを
A5サイズの用紙に、またはB4サイズのデータをA4サイズの用紙に印字したいようなときに役立つ機
能です。

ⓦ プリンタがサポートしていない縮小率を設定しようとした場合、その命令は無視されます。

ⓦ はがきモード中、80桁モード中は本コマンドは無効です。

ⓦ 縮小を行うと、改行幅も縮小されます。また文字によっては見づらくなるものがあります。

記述例

縮小率を4／5、左端基準で印字するとき

LPRINT CHR$(&h1C); CHR$(&h30); CHR$(&h35);

CHR$(&h66); "080L"

または

LPRINT CHR$(28); "05f"; "080L"
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　両面印刷設定 FS '

両面印刷を設定します。

　形　式 FS   ' c1 ， c2 ， p1 ， p2 ．

ⓦ c1　で印刷モードを設定します。

c1 印刷モード

S 片面印刷
B 両面印刷

ⓦ c1　で片面印刷を指定した場合は、c2　以降のパラメータは無効になります。
ⓦ c2　で両面印刷における用紙の印刷開始面を設定します。

c2 印刷面

F 表面
B 裏面

ⓦ c2　を省略した場合は、表面を印刷開始面とします。
ⓦ P1　で綴じ代を付加する位置を設定します。

P2 綴じ代位置

1 長辺綴じ位置1
2 短辺綴じ位置1
3 長辺綴じ位置1
4 短辺綴じ位置2

ⓦ P2 で綴じ代として追加する余白量を1mm単位で設定します。範囲は、0≦P2≦20です。

ⓦ P1、P2を省略した場合、メニューの設定に従います。

ⓦ 本コマンドはページの先頭で使用してください。ページの途中で指定した場合は、改ページを行い、以
前のページの用紙をすべて排出した後で、本コマンドの設定に従った印刷を開始します。

記述例

印刷開始面が表面の両面印刷で、長辺綴じ1、余白量を10mmに設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C); CHR$(&h27);  "B,B,1,10.";

または

LPRINT CHR$(28); " ' "; "B,B,1,10.";

機能拡張制御コード
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面制御コード

　フォーム登録の開始／参照 FS u

フォームデータの登録開始および参照を指示します。

　

　形　式 FS ｕ c1 ， P1 ， c2 ．

ⓦ c1 で登録か参照かを設定します。

 c1 機　能

1 フォーム登録モードを設定（フォーム登録を開始）
2 フォーム参照モードを設定

ⓦ P1でフォーム番号を指定します。省略時は1となります。指定範囲は1～100です。
ⓦ c2はc1=1（フォーム登録モード）のときは必ず省略してください。c1=2（フォーム参照モード）のときは、
c2でフォーム参照の継続の有無を設定します。

 c2 機　能

省略 この制御コードが存在するページに対してフォームを描画（参照）します。現ペー
ジに対してのみ有効です。

S この制御コードが存在するページ以降、解除が指定される間でのフォーム参照を
継続します。

E 上記「S」で設定されたフォーム参照モードを解除します。

2200Xでは100面までの登録が可能です。実際にはメモリの容量に依存しますが、オプションの増設RAMを装
着することによってより多くのフォーム登録が可能となります。また従来フォームに登録できなかった図形モー
ドデータ、領域指定網かけ、全点アドレス印刷データも登録可能になりました。

　記述例 フォーム番号2にフォーム登録を行うとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h75);CHR$(&h31);CHR$(&h2C);"2";CHR$(&h2E);
または
LPRINT CHR$(28);"u1,2.";
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図形の描画コード
　自由曲線の描画（絶対座標モード） BA

曲線を絶対座標モードで描画します。

　
　形　式 Ｂ Ａ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， x3 ， y3 ．．． ， xn ， yn ；

ⓦ 現在の座標を(x0 y0)として(x0, y0)、(x1,
y1)、(x2, y2)、(x3, y3)の4点を制御点とす
る3次ベジエ曲線を描画します。

(x1, y1)

(x0, y0)

(x2, y2)

(x3, y3)

ⓦ 座標点を続けて記述することにより、複数の3次ベジエ曲線を続けて描画します。2つ目以降の曲線の
最初の制御点は、その前の最後の制御点が用いられます。3つ目の座標に対して一つの曲線を描画する
ので、座標の数は必ず3の倍数にしてください。

ⓦ 本コマンドにより描画モードは絶対座標モードになります。
ⓦ 本コマンドは、パス構築モード中（コマンドNP指定後）でも有効です。
ⓦ 描画後、現在位置は最後に描画した曲線の終点に移動します。

　記述例 現在の座標位置から(x1, y1)、(x2, y2)、(x3, y3)を結ぶ曲線を描画するとき

LPRINT CHR$(&h42);CHR$(&h41);"X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3;";
または
LPRINT CHR$(28);"BA X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3";

機能拡張制御コード
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　自由曲線の描画（相対座標モード） BR

曲線を相対座標モードで描画します。

　
　形　式 Ｂ Ｒ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， x3 ， y3 ．．． ， xn ， yn ；

ⓦ 現在の座標を(x0 y0)として(x0, y0)、(x1,
y1)、(x2, y2)、(x3, y3)の4点を制御点とす
る3次ベジエ曲線を描画します。

ⓦ 座標点を続けて記述することにより、複数の3次ベジエ曲線を続けて描画します。2つ目以降の曲線の
最初の制御点は、その前の最後の制御点が用いられます。3つ目の座標に対して一つの曲線を描画する
ので、座標の数は必ず3の倍数にしてください。

ⓦ 本コマンドにより描画モードは相対座標モードになります。
ⓦ 本コマンドは、パス構築モード中（コマンドNP指定後）でも有効です。
ⓦ 描画後、現在位置は最後に描画した曲線の終点に移動します。

　記述例 現在の座標位置から(x1, y1)、(x2, y2)、(x3, y3)を結ぶ曲線を描画するとき

LPRINT CHR$(&h42);CHR$(&h52);"X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3;";
または
LPRINT CHR$(28);"BR X1, Y1, X2, Y2, X3, Y3";

　楕円の描画 EL

現在の座標位置を中心に楕円を描画します。従来のELコマンドに加え、楕円の回転を可能にしています。これによ
り斜楕円の描画を行えます。

形　式 Ｅ Ｌ r1 ， r2 ， θ ；

ⓦ r1は楕円の長軸を、r2は楕円の短軸を示します。
ⓦ θは楕円の回転角度を示します。θは省略した場合0°とみなします。
ⓦ θ=360以上を指定した場合、360の剩余とみなします。またθは負の値も設定可能です。たとえば-1°
は359°とみなします。

ⓦ 回転の方向は反時計回りです。
ⓦ r1, r2は線幅の1/2以下でなければなりません。
ⓦ r1, r2は下記の値以下でなければなりません。
400dpiで印刷する場合：　32767-400=32367　（約2055mm）
600dpiで印刷する場合：　32767-600=32167　（約1362mm）

(x1, y1)

(x0, y0)

(x2, y2)

(x3, y3)
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y

x

y2

x2

終了点 

開始点（円弧描画前の現在位置） 

θ2

θ1

θ3

　記述例 長軸方向1000、短軸方向500の楕円を30°回転させて描画するとき

LPRINT CHR$(&h45);CHR$(&h4C);"1000, 500, 30:";
または
LPRINT CHR$(28);"EL1000, 500, 30:";

　楕円弧の描画 ED, EN

楕円弧を描きます（直線がはじめに引かれる場合があります）。

　
　形　式 Ｅ Ｄ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， θ1 ， θ2 ， θ3 ；

Ｅ Ｎ x1 ， y1 ， x2 ， y2 ， θ1 ， θ2 ， θ3 ；

ⓦ (x1, y1)は楕円の中心座標を示します。
ⓦ x2とy2はそれぞれx軸方向、y軸方向の長短軸の半径を示します。
ⓦ θ1とθ2はそれぞれ楕円弧の開始角度、終了角度を示します。0～359（度単位）が有効です。

θ2が省略された場合、欠けていない楕円を描画します。θ1は省略できません。
ⓦ θ3は楕円弧の回転角度を示します。 θ3で示された角度だけ、楕円そのものと楕円の開始、終了角度が
回転します。θ3が省略された場合、回転なしと解釈されます。

ⓦ 楕円の開始角度で示される開始点が現在位置と異なる場合、現在位置から楕円の開始位置まで直線が
描画されます。欠けていない楕円の場合も同様です。

ⓦ 楕円描画後の現在位置は楕円弧の終了位置になります。
ⓦ EDコマンドの楕円弧の描画方向は、座標系コマンド（RC、RO）の設定に関わらず常に反時計回りにな
ります。ENコマンドは常に時計回りに描画します。

ⓦ 指定角度が360を越えている場合は360で割った余りが使用されます。
ⓦ 指定角度に負の数を使用することができます。-1は359とみなします。

　記述例 LPRINT "ED";"X1, Y1, X2, Y2, θ1, θ2, θ3;";

従来は楕円を回転（傾斜）させることができませんでしたが、EL、ED、ENの各コマンドに楕円の角度を指定す
るパラメータが追加され、任意の角度に回転させることができるようになりました。

機能拡張制御コード
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行桁制御印刷コード

　2バイトコード文字の文字幅設定 FS p

2バイトコード文字の文字幅（印刷ピッチ）を設定します。

　

　形　式 FS ｐ ２ ， p1 ， p2 ．

ⓦ p1／p2で文字幅を設定します。
ⓦ p1は文字幅の分子、p2は文字幅の分母を表します。
ⓦ p2を240に設定したとき、p1は1～240の値が有効となります。
ⓦ p2を240以外の値に設定するときは、以下の組み合わせのみが有効です。

p１ p２ 文字幅

1 5 1/5インチ
1 6 1/6インチ
1 10 1/10インチ
2 15 2/5インチ
3 20 3/20インチ

従来このコマンドは表に示す組み合わせにのみが可能でしたが、本プリンタでは1/240～240/240の設定が可能に
なりました。これにより、より細かな文字幅の設定が行えます。

　記述例 2バイトコード文字の文字幅を1/8インチ（30/240）に設定するとき

LPRINT CHR$(&h1C);CHR$(&h70);"2,30/240.";
または
LPRINT CHR$(28);"p";"2,30/240.";
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塗りつぶしに関する設定
　グレイレベルパターンの設定 SG

フィル描画（FL, EL）や閉領域塗りつぶし描画（PI）で使用する塗りつぶしパターンを明度で設定します。

　

　形　式 Ｓ Ｇ n1 ， n2 ；

ⓦ n1, n2は明度を示します。

パラメータ 用途 明度

n1 面分描画で使用 0～100
n2 線分描画で使用 0～100

ⓦ n1, n2の設定範囲は0（黒ベタ）から100（白）までです。（初期値は0です）
ⓦ n1, n2とも省略すると本コマンド以前の内容が保存されます。
ⓦ 本コマンドでの設定は

1 初期化動作（電源ON、リセット動作など）
2 イニシャライズコマンド（IN）実行
3 初期化を伴うコマンド（RC、SU、DF）の実行
4 塗りつぶしパターン選択（PP）の実行
まで有効です。

ⓦ 塗りつぶしパターン選択コマンド（PP）が実行された場合、そのコマンドで指定されたパターンが選択
されます。

ⓦ 線パターンとして黒ベタ以外を設定した場合、一般に線描画で閉領域が構成できないため閉領域塗りつ
ぶし（PI）の使用は避けること。

ⓦ グレイの実現レベルはプリンタ機種ならびに解像度に依存します。
ⓦ スクリーン角度は45°です。
ⓦ パラメータを省略したとき、いずれか一方でもパラメータを設定範囲外に指定した時は本コマンドは無
効です。

ⓦ パラメータ値とパターンの関係は以下のとおりです。パターン番号は小数点第1位を四捨五入した値で
す。

パターン番号 ＝ パラメータ × 63/100

（例）　パラメータで70を指定するとき
70 × 63/100 ＝ 44.1
選択されるパターンはパターン番号44となります。

SGは形式、パラメータの指定範囲ともに従来と同じですが、本プリンタでは64諧調で表現しています。これによ
り従来よりも細かな明度表現が可能となります。

　記述例 面分描画での明度を50、線分描画での明度を0（黒）に設定するとき

LPRINT CHR$(&h53);CHR$(&h47);"50,0";
または
LPRINT "SG 50,0";";

機能拡張制御コード
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バーコード印刷
　バーコード印刷 FS 'p1,p2,p3,p4,p5,p6,p7.d1d2d3d4･･･

　形　式 FS   ' p1 ， p2 ， p3 ， p4 ， p5 ， p6 ， p7 ． d1 d2 d3 d4 ･･･

ⓦ p1はバーコードの種類を設定します。

＜201PLエミュレーションモード＞

p1 バーコードの種類

0 1 NW-7のスタート／ストップキャラクタ設定
0 2 NW-7
0 3 JAN
0 4 CODE39
0 5 INDUSTRIAL 2 OF 5
0 6 INTERLEAVED 2 OF 5

＜ページプリンタモード＞

p1 バーコードの種類

1 NW-7のスタート／ストップキャラクタ設定
2 NW-7
3 JAN
4 CODE39
5 INDUSTRIAL 2 OF 5
6 INTERLEAVED 2 OF 5

p1の指定により、p2～p7 、d1～の値は変化します。

ⓦ p2はバーコードに対するHRC（付加文字）の有無およびその位置を指定します。

p2 HRC

0 文字なし
1 文字を下につける
2 文字を上につける

ⓦ p3はバーコードのモジュール幅をドット単位で指定します。

＜201PLエミュレーション＞
指定範囲：2≦p3≦4（160dpi）

＜ページプリンタモード＞
指定範囲：4≦p3≦10（400dpi）、4≦p3≦15（600dpi）

ⓦ p4はバーコードのワイド／ナローエレメント比を指定します。

p4＝30のみ有効

ⓦ p5はバーコード高さをドット単位で指定します。

＜201PLエミュレーション＞
0≦p5≦999（160dpi）

p5が0の時は、高さを改行ピッチに設定します。したがって、改行ピッチの切り替えコマンドと組み合
わせることにより1/120インチ単位での指定も可能となります。またバーコードの下にHRCがある場
合は、実際に改行する幅はバーコードの高さ＋HRCの高さです。
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＜ページプリンタモード＞
指定範囲：

10≦p5≦1665（400dpi 1ドット＝約0.064ミリ なるべく150～300程度の値でご使用ください）

10≦p5≦2498（600dpi 1ドット＝約0.042ミリ なるべく150～300程度の値でご使用ください）

ⓦ p6はデータキャラクタの長さをバイト単位で指定します。

この値は、バーコードの種類ごとに下記のように制限されます。

p1 有効なp6
1 2
2 0～34
3 13または8
4 0～34
5 0～34
6 0～34（偶数のみ）

ⓦ p7はp3、p5の解像度を指定します。
＜201PLエミュレーション＞

省略してください。（160dpi）

＜ページプリンタモード＞

指定：p7＝400（400dpi）、p7＝600（600dpi）

ⓦ d1、d2、d3、d4･･･はデータキャラクタまたはスタート／ストップキャラクタ（p1＝1のとき）です。
ⓦ グレイの実現レベルはプリンタ機種ならびに解像度に依存します。

バーコードをご使用になる際には次のことにご注意ください。

� 読み取り装置によっては、本プリンタで印刷したバーコードをうまく読み取れない場合があります。ご使用に
なる読み取り装置でバーコードを読み取れることを確認してからご使用ください。

� トナー切れなどにより印刷がかすれたりした場合には、読み取れないことがあります。
� 用紙の拡大／縮小は行わないでください。読み取り装置でバーコードを読み取ることができません。
� トナー節約機能は使用しないでください。読み取り装置でバーコードを読み取れないことがあります。
� p2で指定されるHRCは疑似OCR-Bフォントで印刷されます。ただし、疑似OCR-Bフォントの最小ピッチは
10CPIのため、HRCの幅の方がバーコードより広くなることがあります。また、オートリターン有効時でも、
印刷範囲から越えた場合にはデータを読み捨てます（オートリターンしません）。

� バーコードの印刷を行う際には、次のコマンドは無効となります。
－ 縦横拡大指定（FS m）
－ 網かけ、反転（FS n）
－ アンダーライン／オーバーライン（ESC X）
－ 縦方向オフセット（FS t）
－ 横罫線（FS：）
－ 固定ドットスペース（FS w）
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補足補足補足補足補足

バーコードの種類によって、パラメータの意味が少しずつ異なります。

■ p1＝1のとき（NW-7のスタート／ストップキャラクタを指定します。）

ⓦ バーコードの印刷ではなく、バーコードの種別NW-7の仕様に従い、NW-7で付加されるスタート／ストッ
プキャラクタの設定を行います。

ⓦ スタート／ストップキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。（初期状態は“a”）
a b c d e n t ＊ A B C D E N T
また、p2～p5およびp7は省略されます。

記述例 スタートキャラクタを“a”、ストップキャラクタを“b”とするとき
LPRINT CHR$(&h1C);"1,,,,,2,.ab";

■ p1＝2のとき（NW-7）

ⓦ p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅
に対応します。

ⓦ p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタのみ印字します。
ⓦ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 － $ . ／ : +

ⓦ データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印字しま
す。

■ p1＝3のとき（JAN）

ⓦ p3の値が1モジュールの幅に対応し、他の幅のバーおよびスペースはこの整数倍の幅となります。
ⓦ p6は13または8とし、13のときはJAN標準のバーコード、8のときはJAN短縮のバーコードを印刷します。
ⓦ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ⓦ JAN標準でデータキャラクタの1バイト目（フラグキャラクタ）が規定外のときは、データキャラクタも含め
て読み捨てます。

ⓦ レフトガードバー、サイドガードバー、ライトガードバーは自動的に付加します。

■ p1＝4のとき（CODE-39）

ⓦ p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅
に対応します。

ⓦ p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタ（“＊”固定）のみ印字します。
ⓦ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 － $ . ／ + % SP（スペース）
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

ⓦ データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印字しま
す。

■ p1＝5のとき（INDUSTRIAL 2 OF 5）

ⓦ p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅
に対応します。

ⓦ p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタのみ印字します。ただし、HRC付加指定をしても対応する
キャラクタがないため印刷されません。

ⓦ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ⓦ データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印字しま
す。

■ p1＝6のとき（INTERLEAVED 2 OF 5）

ⓦ p3の値がナローバー、ナロースペースの幅に対応し、p3×p4／10の値がワイドバー、ワイドスペースの幅
に対応します。

ⓦ p6＝0のときは、スタート／ストップキャラクタのみ印字します。ただし、HRC付加指定をしても対応する
キャラクタがないため印刷されません。

ⓦ データキャラクタとして指定可能な文字は次のとおりです。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ⓦ 2つのデータキャラクタを1組のバーコードデータとして印刷します。
ⓦ データの最初と最後にあらかじめ設定されたスタート／ストップキャラクタを自動的に付加して印字しま
す。
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文字セット制御コード
OCR-Bフォントの指定 FS 06F1-004

　形　式 FS ０ ６ Ｆ １ － ０ ０ ４

ⓦ 1バイト文字としてOCR-Bフォントを選択します。

疑似OCR-Bフォントについて

本プリンタは疑似OCR-Bフォントを内蔵しており、各種アプリケーションから指定して印刷することができます
が、ご使用にあたっては以下の点にご注意ください。

ⓦ OCR-Bフォントは大きさが限定されています。本プリンタの場合10CPI（12ポイント、パイカサイズ）のみで
ご使用になれます。それ以外の文字サイズは指定しないでください。また文字の拡大/縮小、ページの拡大/
縮小を行うと印刷できません。

ⓦ 疑似OCR-Bフォントの印刷は本プリンタのNPDLモードでのみ可能です。また疑似OCR-Bフォントの指定は
アプリケーションソフトから行う必要があります。

ⓦ Windowsから疑似OCR-Bフォントを使用する場合はいずれかの方法で指定します。

漓 アプリケーションのフォント選択で「疑似OCR-Bフォント」を選択します。
このとき画面上は他のフォントを使用して表示されます。なお文字のサイズは必ず12ポイントを指定して
ください。またボールド、イタリック（斜体）、アンダーラインなどの文字スタイルを設定しないでくださ
い。

滷 アプリケーションのフォント選択の中に「OCR-B」というプリンタフォントがない場合は、本プリンタドラ
イバの「TrueTypeフォントのプリンタフォントへ置き換え」機能を使用して印刷します（詳細はユーザーズ
マニュアル［2/3］の61、82、111ページ参照）。

なお疑似OCR-Bフォントに置き換えるフォントは「Courier New」等の固定ピッチの英文フォントで指定し
てください。また置き換えるフォントによっては文字のピッチがOCR-Bフォントと合わないため、OCR
読み取り装置で読み取れないことがあります。特にプロポーショナルフォントには置き換えないでくださ
い。和文フォントは置き換えるフォントとして指定できますが、実際に置き換えることができるのは半角
英数文字だけです。

ⓦ OCR-Bフォントは、OCR読み取り装置によっては読み取れない場合があります。事前にご確認ください。

ⓦ トナーが少なくなり印字にかすれなどがある場合には、OCR読み取り装置でうまく読み取れない場合があり
ます。

ⓦ トナー節約機能は使用しないでください。OCR読み取り装置がうまく読み取れません。

機能拡張制御コード
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文字間隔

文字の種類

内蔵文字の種類

表中の「○」と「×」は、各書体においてその文字の種類が内蔵されているか（○）内蔵されていないか（×）を示します。

1バイト系文字

2バイト系文字

文字の種類 標準／クーリエ／ゴシック／イタリック

英数字・記号　　 96種
（スペース、0を含む）

○

カタカナ・記号 　63種 ○

ひらがな　　　　 55種 ○

CGグラフィック　56種 ○

各国文字　　　　 15種 ○

文字の種類 　　明朝体　　
アウトライン

　ゴシック体 　　
アウトライン

記号　　　　  　　108種
（スペースを含む） ○ ○

英数字　　　　　　62種 ○ ○

ひらがな　　　　　83種 ○ ○

カタカナ　　　　　86種 ○ ○

ギリシャ文字　　　48種 ○ ○

ロシア文字　　　　66種 ○ ○

半角文字　　　　  212種
（スペースを含む） ○ ○

JIS第1水準漢字　2965種 ○ ○

JIS第2水準漢字　3384種 ○ ○

　　文字種 　文字サイズ 文字間隔（インチ）

1バイト系文字 パイカ 1/10
エリート 1/12
コンデンス 約1/17
プロポーショナル 約1/27～1/10

2バイト系文字 7ポイント* 1/10
10.5ポイント** 約1/6.66
12ポイント 1/6

* 正確には7.2ポイントです。
** 正確には10.8ポイントです。
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文字構成

1バイト系文字

* プロポーショナルの横のサイズは文字ごとに異なります。
A：15～37ドット　B：23～55ドット　C：0.95～2.33mm

2バイト系文字、グラフィック

文字種

ドット構成
(ﾎﾞﾃﾞｨﾌｪｰｽ)
＜縦×横＞
（ドット）

文字寸法(ﾎﾞﾃﾞｨﾌｪｰｽ)
＜縦×横＞(mm)

1バイト系文字

標　準

英数字　　
記号　　　
カタカナ   
ひらがな

パイカ 56×40 3.39×2.54

エリート 45×34 2.82×2.12

コンデンス 32×24 1.98×1.48

プロポーショナル 54×A* 3.39×C*

CGｸﾞﾗﾌｨｯｸ

パイカ 54×40 3.39×2.54

エリート 45×34 2.82×2.12

コンデンス 32×24 1.98×1.48

プロポーショナル 54×40 3.39×2.54

スクリプト

英数字　　
記号　　　
カタカナ　
ひらがな

パイカ 27×40 1.69×2.54
エリート 23×34 1.41×2.12

コンデンス 16×24 0.99×1.48

プロポーショナル 27×A* 1.69×C*

CGｸﾞﾗﾌｨｯｸ

パイカ 27×40 1.69×2.54

エリート 23×34 1.41×2.12
コンデンス 16×24 0.99×1.48

プロポーショナル 27×40 1.69×2.54

文字種

ドット構成
(ﾎﾞﾃﾞｨﾌｪｰｽ)
＜縦×横＞
（ドット）

文字寸法(ﾎﾞﾃﾞｨﾌｪｰｽ)　
＜縦×横＞（mm）

2バイト系文字

7ポイント

全
角

40×40
2.54×2.54

半
角

40×20
2.54×1.27

10.5ポイン
ト

全
角

60×60
3.81×3.81

半
角

60×30
3.81×1.91

12ポイント

全
角

67×67
4.23×4.23

半
角

67×34
4.23×2.12

ドット列印刷 40ドット 67×n 4.23×m

文字の種類
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テスト印刷のプリント結果
次にテスト印刷とステータス印刷のプリント結果例を示します。プリント結果はA4サイズの用紙に印刷したもの
を33%に縮小しました。

テスト印刷
テスト印刷では、1バイト系標準、イタリック、クーリエ、ゴシックの4フォントと、各フォントのパイカ文字、エ
リート文字、コンデンス文字、プロポーショナル文字、2バイト系明朝体の7ポイントの第一水準漢字のすべて、ア
ウトラインフォントの第二水準漢字の一部分と2バイト系明朝体の10.5ポイントの第一水準漢字のすべて、アウト
ラインフォントの第二水準漢字の一部分を順次印刷します。

←1バイト系 クーリエ エリート文字

←1バイト系 クーリエ コンデンス文字

←1バイト系 標準 パイカ文字

←1バイト系 標準 エリート文字

←1バイト系 標準 コンデンス文字

←1バイト系 標準 プロポーショナル文字

←1バイト系 イタリック パイカ文字

←1バイト系 イタリック エリート文字

←1バイト系 イタリック コンデンス文字

←1バイト系 イタリック プロポーショナル文字

←1バイト系 クーリエ パイカ文字
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←1バイト系 クーリエ プロポーショナル文字

←1バイト系 ゴシック プロポーショナル文字

←2バイト系 明朝体アウトラインフォント第一水準漢字
　のすべて（7ポイント）

テスト印刷のプリント結果

←1バイト系 ゴシック パイカ文字

←1バイト系 ゴシック エリート文字

←1バイト系 ゴシック コンデンス文字
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←2バイト系 明朝体アウトラインフォント第二水準漢字
　の一部分（7ポイント）

←2バイト系 明朝体アウトラインフォント第一水準漢字
　のすべて（10.5ポイント）

←2バイト系 明朝体アウトラインフォント第二水準漢字
　の一部分（10.5ポイント）
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ステータス印刷
ステータス印刷では、オプションの接続やメモリスイッチの状態、漢字アウトラインフォントカードの有無など、
本プリンタの状態が印刷されます。オプションを接続した後の確認にご使用ください。次に工場設定時のステータ
ス印刷の結果例を示します。（このステータス印刷はNPDL使用時のものですが、一部の設定はESC/Pエミュレー
ション、プロッタエミュレーション（オプション）でも有効です。

テスト印刷のプリント結果
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文字コード表
本プリンタは、1バイト系コードと2バイト系コードを使用することができます。
1バイト系コードは、メモリスイッチ1-1～1-3を切り替えることによりアメリカ、イギリス、ドイツ、スウェーデ
ン、日本の各国特殊文字が入ったコードにすることができます。工場設定は「日本」になっています。
2バイト系コードは、半角文字、JIS第一水準の漢字や記号など、およびJIS第二水準の漢字を印刷するときに使用
できます。半角文字とは全角（普通の漢字）の半分の横幅の文字で、英字、数字、記号、カナなどがあります。

1バイト系コード表

カタカナモード

ひらがなモード
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注1～12　各国特殊文字が入ります（メモリスイッチ1-1～1-3で切り替えます。）

国別相違点

注13 8、9、E、F行はCGグラフィックを表します。
注14 A～D行はひらがなモード（ESC &で指定）の場合はひらがな文字、カタカナモード（ESC Sで指定）の場

合はカタカナ文字になります。
注15 0、1行は制御コードです。
注16 0、1行の空欄は無視されます。2～F行の空欄はスペース（SP）として処理されます。
注17 3行、0列の「0」の印刷字体はメモリスイッチ2-1によりØに変更できます。

2バイト系コード表
半角文字

ⓦ コードは16進で表現されます。例えば、“J”のコードは0040＋A＝004Aとなります。
ⓦ 0020は漢字文字幅の半分のスペース（SP）です。

全角文字

ⓦ このコード表は、JIS 1978年版に準拠しています。（本プリンタでは、制御コードによってコード表をJIS
1983年版およびJIS 1990年版に切り替えることもできます。）ただし、デザイン処理などの都合により、一
部字形の異なる文字があります。

ⓦ コードは16進で表現されます。例えば、“亜”のコードは3020＋1＝3021となります。
ⓦ 2121は漢字文字幅のスペース（SP）です。

文字コード表
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漢字コード表（全角文字）
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漢字コード表（全角文字）（続き）

文字コード表
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漢字コード表（全角文字）（続き）
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漢字コード表（全角文字）（続き）

文字コード表
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漢字コード表（全角文字）（続き）
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表示の種類 表　示 表示の意味
通常表示 ホッパ　　XXX　XXX ホッパ給紙を選択しています。

トレー　　XXX　XXX トレー給紙を選択しています。
ホッパ1　  XXX　XXX 上から1段目のホッパからの給紙を選択しています。*
ホッパ2　  XXX　XXX 上から2段目のホッパからの給紙を選択しています。*
ホッパ3　  XXX　XXX 上から3段目のホッパからの給紙を選択しています。*
XXX　　　A3　   XXX A3サイズの用紙を選択しています。
XXX　　　B4　   XXX B4サイズの用紙を選択しています。
XXX　　　A4　   XXX A4サイズの用紙を選択しています。
XXX　　　B5　   XXX B5サイズの用紙を選択しています。
XXX　　　A5　   XXX A5サイズの用紙を選択しています。
XXX　  ｺﾃｲLT　   XXX レターサイズの用紙を選択しています（ホッパ使用時）。
XXX　　　LT　   XXX レターサイズの用紙を選択しています（トレー使用時）。
XXX　  ハガキ　  XXX はがきサイズの用紙を選択しています。
XXX　  フウトウ　  XXX 封筒サイズの用紙を選択しています。（トレー使用時）
XXX　  A4タテ　  XXX A4サイズ（縦置き）の用紙を選択しています。（トレー使用時）
XXX　  A4ヨコ　  XXX A4サイズ（横置き）の用紙を選択しています。（トレー使用時）
XXX　  ハガキ×2  XXX 往復はがきサイズの用紙を選択しています。（トレー使用時）

　 XXX　A4→A3　   XXX A4サイズのデータをA3サイズの用紙に印刷する拡大モードを
選択しています。

XXX　B4→A3　   XXX B4サイズのデータをA3サイズの用紙に印刷する拡大モードを
選択しています。

XXX　B4→A4　   XXX B4サイズのデータをA4サイズの用紙に印刷する縮小モードを
選択しています。

XXX　 LP→A4　   XXX 帳票サイズのデータをA4サイズの用紙に印刷する縮小モード
を選択しています。

XXX　 A3→A4　   XXX A3サイズのデータをA4サイズの用紙に印刷する縮小モードを
選択しています。

XXX　　 A4X2　   XXX A4サイズ2ページ分ののデータをA4サイズの用紙に印刷する
縮小モードを選択しています。

XXX　 B5→A4　   XXX B5サイズのデータをA4サイズの用紙に印刷する拡大モードを
選択しています。

XXX　 LP→B4　   XXX 帳票サイズのデータをB4サイズの用紙に印刷する縮小モード
を選択しています。

XXX　 A3→B4　   XXX A3サイズのデータをB4サイズの用紙に印刷する縮小モードを
選択しています。

XXX　 A4→B4　   XXX A4サイズのデータをB4サイズの用紙に印刷する拡大モードを
選択しています。

XXX　 B5→B4　   XXX B5サイズのデータをB4サイズの用紙に印刷する拡大モードを
選択しています。

XXX　 A4→B5　   XXX A4サイズのデータをB5サイズの用紙に印刷する縮小モードを
選択しています。

XXX　 B4→B5　   XXX B4サイズのデータをB5サイズの用紙に印刷する縮小モードを
選択しています。

XXX　 　B5X2　   XXX B5サイズ2ページ分のデータをB5サイズの用紙に印刷する縮
小モードを選択しています。

ディスプレイ表示一覧

給紙方法に関す
る表示

用紙サイズに関
する表示

縮小／拡大
モードに関
する表示

ディスプレイ表示一覧

＊　オプションの増設ホッパを取り付けている場合のみ表示されます。
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表示の種類 表　示 表示の意味
通常表示

　 XXX　   XXX　   ポート 印刷方向にポートレートを選択しています。
XXX　   XXX　   ランド 印刷方向にランドスケープを選択しています。

　 フツウシ　   XXX　  XXX 普通紙を選択しています。
　 アツガミ　   XXX　  XXX 厚紙を選択しています。
　 OHP　　   XXX　  XXX OHPシートを選択しています。
　 XXX　   XXX　  NPDL 動作モードにNPDLモードを選択しています。
　 XXX　   XXX　  ESC/P 動作モードにESC/Pモードを選択しています。
　 XXX　   XXX　  プロッタ 動作モードにHPGLモードを選択しています。*

ステータス表示 コピー　XX　マイ コピー枚数がXX枚に設定されています。コピー枚数はメ
ニューモードで最大20枚まで設定できます（ユーザーズガイド
［2/3］参照）。この表示は、コピー枚数をメニューモードで2枚
以上に設定したときに、給紙方法・用紙サイズ・印刷方向
（例：“ホッパA4ポート”）の表示と交互に表示されます。コ
ピー枚数が1枚（オリジナルのみ）の場合には表示されません。

ホッパ　XX　ホキュウ 用紙がなくなりました。または印刷フォーマットで指定された
サイズの用紙がありません。増設ホッパを取り付けている場合
には、「ホッパX」のXの箇所に選択しているホッパ番号が表示
されます。

トレー　XX　セット コンピュータから印刷データを受信しましたが、トレーに用紙
がセットされていないので印刷できません。表示されているサ
イズの用紙をトレーにセットしてください。

イニシャライズチュウ 電源投入時のイニシャライズを実行中です。
ウォームアップ　アト　 XXビョウ ウォームアップ中です。XXのか所に残り時間が表示されます。
ジュシンチュウ データを受信中です。
ショリチュウ データ処理を実行中です。データ処理が終了し、排出可能とな

るまで表示されます。
インサツチュウ 印刷中です。用紙が排出されるまで、表示されます。
テストインサツチュウ テスト印刷を実行中です。
データガノコッテイマス 未印刷データがプリンタ内に残っています。
16シンダンプチュウ 16進ダンプ印刷を実行中です。
リセットジッコウ リセットを実行します。

アラーム表示 ホッパX　XX　ホキュウ 用紙がなくなりました。または印刷フォーマットで指定された
サイズの用紙がありません。増設ホッパを取り付けている場合
には、「ホッパX」のXの箇所に選択しているホッパ番号が表示
されます。

72　カバーオープン 上部ユニットまたはフロントカバーが開いています。
ホンタイ
72　カバーオープン 両面印刷カバーが開いています。
リョウメン
73　EPカートリッジナシ EPカートリッジが取り付けられていません。
74　カミヅマリ プリンタ本体、両面印刷ユニット、給紙部で紙づまりが発生
ホンタイ　リョウメン　キュウシ しています。ディスプレイ下段には紙づまりが発生している個

所のみ表示されます。
75　ヨウシサイズエラー　X 指定されているサイズと異なる用紙がセットされています。増

設ホッパを取り付けている場合には、Xの箇所に選択している
ホッパ番号が表示されます。

＊　オプションのプロッタエミュレーションボードを取り付けている場合のみ表示されます。

印刷方向に関
する表示

用紙の種類に
関する表示

動作モードに
関する表示
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表示の種類 表　示 表示の意味
アラーム表示 76　トナーナシ トナーの補給時期です。（補給型EPカートリッジ使用時）。

トナーホキュウ
76　トナーナシ EPカートリッジの交換時期です。（一体式EPカートリッジ使用時）。
EPコウカン
77　テイキホシュ 定期保守（定着ユニットなどの交換）の必要な時期です。
82　メモリオーバー データを印刷するためのメモリが不足しています。
83　インサツフカ プリンタのメモリオーバーのため解像度をおとして印刷しよう

としましたがそれでもメモリが不足したため印刷できませんで
した。

84　フォーム　オーバーXXX フォーム登録に必要なメモリが不足しています。
87　OPCジュミョウ OPCの寿命が近づきました。
EPコウカン
88　EPタイプチガイ EPカートリッジのタイプが違います。
EPコウカン
18　　　コール　18 オプションの漢字アウトラインフォントカードに異常がありま

す。
01　　　コール　01 障害が発生しています。
　～　40　　　コール　40
この他の表示（コール18は除く）

メニュー表示 メニュー表示は、メニューモードを使用しているときに表示されます。メニュー表示について
はユーザーズマニュアル［2/3］をご覧ください。

ESC/Pエミュレーションについては、ユーザーズガイド［2/3］「ESC/Pエミュレーションでの機能」
（177ページ）を参照してください。
斜体文字はディスプレイ下段の表示です。

ディスプレイ表示一覧
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PrintAgent通知一覧
PrintAgentのプリンタステータスウィンドウとリモートパネルは、プリンタがローカル接続／サーバ接続されているか
どうかによって利用できる機能や通知できる内容に違いがあります。

ここでは、プリンタステータスウィンドウとリモートパネルの表示を一覧し、その違いを示します。

ステータス情報エリア

ビジュアル情報エリア

ドキュメント情報エリア

機種 接続先

プリンタステータスウィンドウ

ステータスバー

メニュー

ツールバー

ステータスヘルプボタン

プリンタ名 メッセージ

用紙残量メータ

両面インジケータ

NMPSプリンタ（サーバ接続）

サーバPC

クライアントPC クライアントPC

NMPSプリンタ（LANボード内蔵）

NMPSプリンタ
（ローカル接続）

Windows95 WindowsNT3.51 
WindowsNT4.0

WindowsNT3.51 
WindowsNT4.0
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表K-1　プリンタステータスウィンドウの表示

L/S: ローカル/サーバ接続 〇: 表示/実行可能
LAN: マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L01、PC-PR-L02）接続 △: 表示/実行一部不可

×: 表示/実行不可

*1 実行可能ですが実行後印刷データが残ったままになります。
*2 表示がプリンタの動作、状態と一致しないことがあります。

PrintAgent通知一覧

目項示表 S/L NAL

名タンリプ ○ ○

」トンメュキド「 ーュニメ ○ ○

　 ］止停時一［ ○ ○

　 ］開再刷印［ ○ ○

］止中刷印［　 ○ X*1

］能機トンリプリ［　 ○ ○

」ンョシプオ「 ーュニメ ○ ○

　 ］報情成構のタンリプ［ ○ ○

］式形知通［　 ○ ○

］始開プッアムーォウ［　 ○ ○

」プルヘ「 ーュニメ ○ ○

　 ］次目［ ○ ○

　 ］報情ンョジーバ［ ○ ○

ーバルーツ ○ ○

　 ］止停時一［ ンタボ ○ ○

　 ］開再刷印［ ンタボ ○ ○

　 ］止中刷印［ ンタボ ○ X*1

　 ］能機トンリプリ［ ンタボ ○ ○

　 ］報情成構のタンリプ［ ンタボ ○ ○

　 ］式形知通［ ンタボ ○ ○

　 ］始開プッアムーォウ［ ンタボ ○ ○

　 ］プルヘ［ ンタボ ○ ○

表（アリエ報情スターテス 2-K ）照参 ○ ○*2

アリエ報情ルアュジビ ○ △

し出き吹　 ○ ○

ンタボプルヘスターテス　 ○ ○

ターメ量残紙用　 ○ ○

ターケジンイ面両　 ○ ○

ンョシーメニア信送ターデ　 ○ ○

ンョシーメニア出排紙用　 ○ ○

ンョシーメニア態状電節　 ○ ○

ジーセッメ声音 ○ ○*2

」報情トンメュキド中刷印「 ○ ○

」報情トンメュキド中信送「 ○ ○

」名種機タンリプ「 ○ ○

」先続接「 ○ ○
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表K-2　ステータス情報エリアの表示

スターテス ジーセッメ示表 ジーセッメ声音 S/L NAL

常通 すまきで刷印 たしまし了終を刷印 ○ ○

常通 すで中備準をトンメュキド刷印 －－－－－－－－ ○ ○

常通 すまいてしを刷印 すまし始開を刷印
たしまれさ開再が刷印 ○ ○

知通 すで中除削をトンメュキド刷印 たしまめやり取を刷印 ○ ○

知通 すで中プッアグンミーォウはタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

知通 すまいてし刷印でトーポの方一うものタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

知通 すまいてし少減がーナト －－－－－－－－ ○ ○

知通 すで中得取を報情のタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

知通 んせまきで得取が報情のタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

知通 たしまれさ行実がトッセリ －－－－－－－－ ○ ○

知通 すで中行実を刷印トステ －－－－－－－－ ○ X

知通 61 すで中行実を刷印プンダ進 －－－－－－－－ ○ X

知通 んせまきで得取が報情のタンリプクーワトッネ －－－－－－－－ ○ ○

知通 すでーラエ部内の連関クーワトッネ －－－－－－－－ ○ ○

知通 CPO すで命寿 －－－－－－－－ ○ ○

知通 すまいてっなに態状電節はタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ すで明不が態状のタンリプクーワトッネ －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ が源電 FFO んせまいてれさ続接がルブーケか んせまりあが答応のタンリプ ○ ○

ーラエ んせまいてれさ押がチッイス可刷印 せまいてれさ押がチッイス可刷印
ん ○ ○

ーラエ まいてれさトーポサはタンリプるいてれさ続接
んせ

まいてしトーポサはタンリプのこ
んせ ○ ○

ーラエ すで中止停時一を刷印のトンメュキド たしまれさ止停時一が刷印 ○ ○

ーラエ すで中止停時一はタンリプ －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ んせまりあが紙用 んせまりあが紙用 ○ ○

ーラエ すまいてれさトッセが紙用るな異とズイサ定指 せまいてれさトッセが紙用いし正
ん ○ ○

ーラエ たしでんせまきで刷印でズイサ紙用いし正 せまきで刷印でズイサ紙用いし正
たしでん ○ ○

ーラエ すでりまづ紙 すでりまづ紙 ○ ○

ーラエ PE んせまいてっ入がジッリトーカ PE せまいてっ入がジッリトーカ
ん ○ ○

ーラエ すまいてい開がーバカのタンリプ すまいてい開がーバカのタンリプ ○ ○

ーラエ すまいてし少減がーナト －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ すまいてし足不がリモメのタンリプ たしまし生発が害障でタンリプ ○ ○

ーラエ すで中業作ンイラフオはタンリプクーワトッネ すで中業作ンイラフオ ○ ○

ーラエ んせまきで得取が態状 －－－－－－－－ ○ ○

ーラエ すまいてし生発が害障でタンリプ たしまし生発が害障でタンリプ ○ ○

ーラエ PE すまいてっ違間がジッリトーカ PE せまいてっ入がジッリトーカ
ん ○ ○

ーラエ んせまいてっ入がトッセカ紙用 んせまりあが紙用 ○ ○

ーラエ CPO すで命寿 －－－－－－－－ ○ ○

L/S: ローカル/サーバ接続 〇: 表示/実行可能

LAN: マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L01、PC-PR-L02）接続 ×: 表示/実行不可
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リモートパネル

ステータスメッセージ

プロパティシート

［更新後終了］ボタン
［終了］ボタン ［更新］ボタン ［ヘルプ］ボタン

接続先

機種

イメージアイコン

表K-3　リモートパネルの表示

L/S: クライアント/サーバ接続 〇: 表示/実行可能
LAN: マルチプロトコルLANボード接続（PC-PR-L01、PC-PR-L02） ×: 表示/実行不可

* 表示がプリンタの動作、状態と一致しないことがあります。

プリンタ名「プリンタの選択」ボタン

「設定値の読み込み」ボタン

「初期値の表示」ボタン

目項示表 S/L NAL

名タンリプ ○ ○

ーバルーツ ○ ○

　 ］示表の値期初［ ンタボ ○ ○

　 ］み込み読の値定設［ ンタボ ○ ○

　 ］択選のタンリプ［ ンタボ ○ ○

ンコイアジーメイ ○ ○*

］種機［ ○ ○

］先続接［ ○ ○

ジーセッメスターテス ○ ○

トーシィテパロプ ○ ○

］了終後新更［ ンタボ ○ ○

］了終［ ンタボ ○ ○

］新更［ ンタボ ○ ○

］プルヘ［ ンタボ ○ ○

PrintAgent通知一覧
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IBM DOS J5.0/Vでの設定
IBM社製のDOSでWindows 3.1を使用する場合、正常に印刷されないことがあります。その場合、以下の手
順でDOS上のプリンタ設定を「なし」にしてください。（Windows 上では使用するプリンタを設定します。）

1. PCの電源を入れます。

2.　PCを「DOSモード」に設定します。
設定の仕方については、PCの取扱説明書を参
照してください。
WindowsのDOSプロンプトモードからの設定
は操作が複雑となりますのでお勧めできません。

3.　次のコマンドを入力しセットアッププログラ
ムを立ち上げます。

>setupv　 ↵

4.　「プリンター」を選択します。

7.　「なし」を選択します。

5.　「プリンター１（LPT1）」を選択します。

6.　「プリンタードライバー」を選択します。

8.　次のような表示が出ますので、プリンタード
ライバーが「なし」になっていることを確認し、

F10 を押します。

9.　 ↵ を押して、変更を保存します。

10.　 Y を押して、システムを再始動させます。

プリンター 
 
プリンター１（ＬＰＴ１） 
プリンター２（ＬＰＴ２） 
プリンター３（ＬＰＴ３） 
 

これを選択して 
「Enter」を押す 

プリンター１（ＬＰＴ１）　　現在の設定 
 
プリンタードライバー　　　　　なし 

プリンター 
 
なし 
ＩＢＭ　ＰＳ／５５プリンター 
日本語ＥＳＣ／Ｐプリンター 
英語プリンター 
　　　・ 
　　　・ 

これを選択して 
「Enter」を押す 

変更を保存して終了します。 
よろしいですか？ 
　Enter（改行） ：実行 
　ESC  ：取消 

システムを再起動しますか？ 
　Y：再起動する 
　N：プロンプトに戻る 

これで、設定は終了です。

プリンター１（ＬＰＴ１）　　現在の設定 
 
プリンタードライバー　　　　　ＸＸＸ 
ドライバー状況　　　　　　　　ＸＸＸ 
　　　・ 
　　　・ 

これを選択 
して「Enter」 
を押す 

フォント 
表示 
キーボード 
入力 
プリンター これを選択して 

「Enter」を押す 

ここで、現在の設定が「なし」になっている場合
には、設定を変える必要はありません。 F3 を
押して、操作を終了してください。
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用語解説

16進ダンプ印刷

プリンタが受信したデータを処理せず、そのまま16進
数で印刷すること。

201PL

NECのシリアルプリンタ用標準コードのこと。

CR

Carriage Return キャリッジリターンの略。プリンタ
の制御コード（コマンド）のひとつ。

DPI

Dots Per Inchの略。プリンタの解像度などを表す単
位。1インチ当たりのドット数。（→解像度）

EDO

Extended Data Outputの略。高速なアクセスを行う
メモリー素子の方式で、PC/AT互換機ではすでに一般
的。

ESC/P

セイコーエプソン社が開発したプリンタを制御する命
令（コマンド）の集まりのこと。

FF

改ページを行う。

IrDA

Infrared Data Associationの略。［ポイントアンド
ビーム］データ転送に関する国際規格で、赤外線接続
によるコンピュータおよびプリンタ相互間の通信方式
を規定するもの。

LPI

Lines Per Inchの略。1インチ当たりの行数。

NMPS
NEC MultiWriter Printing Systemの略。Windowsで
使用するプリンタの機能を向上させ、より速く印刷
し、より簡単に操作できるためのシステム。

NPDL

NEC Printer Description Languageの略。NECプリ
ンタ記述言語。

PrintAgent

NMPS機能の一部で、双方向通信を可能にし、印刷状
況の確認、プリンタの設定をコンピュータ画面上から
実現したソフトウェア。

RGBガンマ

Red Green Blueガンマ
使用しているモニタで中間トーンをどの程度調整する
必要があるかを示すもの。専門的にはモニタの特性曲
線を線形にするのに使用される指数。

RS-232C

プリンタと上位装置（プリンタを制御する装置：コン
ピュータ等）間のインタフェースの一つ。シリアル（直
列）伝送で最も一般的なハードウェア上の規格。

TCP/IP

Transmission Control Protocol/Internet Protocolの
略。コンピュータネットワークのプロトコルとして使
われている。UN I Xを初めOS/2、Sy s t em7 . 5
(Macintosh)、Windows95など、主要なOSでサポー
トされる世界的な標準プロトコルになっている。

アウトラインフォント

文字の形を直線や曲線で表された輪郭として記憶し、
出力時にその文字データを論理的に処理して表現する
こと。文字サイズの自由な設定や文字の変形が可能と
なり、ドット密度に関係なく美しい文字を表現でき
る。

イニシャライズ

初期状態にすること。例えば、メモリの内容を全部ゼ
ロにしたり、プログラム中のカウンタをゼロにしたり
すること。

印刷ジョブ

Windowsアプリケーションで作成された文書を印刷す
る作業のこと。スプールされて印刷待ちに追加される
か、直接プリンタに送られる。

印刷の向き

用紙に対して文字やグラフィックが印刷される方向。
縦向きと横向きがある。

印刷範囲

プリンタ用紙に印刷ができる限界のこと。用紙の上下
および左右の余白部分を除いた印刷可能領域を指す。
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インタフェース

2つの装置〈デバイス〉を通信できるように接続するも
の。

ウォームアップ

プリンタの電源をONにした後、定着部などが一定の
温度まで上昇して印刷が可能になるまでの状態をい
う。

エミュレーション機能

他の装置（プリンタ）のために開発されたソフトウェア
の制御コードが使用できる機能。PC-PR201系シリア
ルプリンタの制御コードが使用できる場合を201PLエ
ミュレーションと呼ぶ。

エリート文字

1インチ当たり12文字で印刷する文字のこと。

解像度

プリンタが文字や画像を印刷するときの細かさのこ
と。1インチ当たりのドット数で表す（単位はDPI）。

拡張制御コード

制御コードのうち、ESC （1BH）､ FS （1CH）､ のよう
にあとに続くコードと組み合わせて機能を表すコード
をいう。

基本制御コード

制御コードのうち、CR （0DH）､ LF（0AH）のように単
独で機能を表すコード。

クライアント

ネットワークを介して他のコンピュータ（またはサー
バ）にアクセスしている利用者または、利用者のコン
ピュータ。

コマンド

コンピュータに行わせたい作業を実行するために選択
または、入力する命令。

コンデンス文字

1インチ当たり約17文字で印刷する文字のこと。

シリアルプリンタ

文字単位で印刷を行うプリンタ。

制御コード

プリンタの動作を制御するためのコード。印刷データ
と異なり印刷されない。

双方向通信

コンピュータとプリンタとの間で、情報のやり取りを
する通信形態のこと。コンピュータから印刷データが
送られるだけでなく、プリンタからもコンピュータに
情報を送ることができるので、印刷の状況がプリンタ
ステータスウィンドウのアニメーションと音声で、正
確にわかる。双方向通信には双方向通信可能なプリン
タインタフェースを装備したコンピュータであるか
ネットワークで接続されていることが必要。

セントロニクス

プリンタと上位装置（プリンタを制御する装置：コン
ピュータ等）間のインタフェースの一つ。
８ビットパラレルデータに制御信号を加えてプリンタ
用のインタフェース規格として広く使用されている。

テストページ

プリンタが正常に動作していることを確認するための
もの。

パイカ文字

1インチ当たり10文字で印刷する文字のこと。

バッファフル

ページバッファに1ページ分の印刷データがたまるこ
とをバッファフルという。バッファフルになると、自
動的にそのページの印刷を行う。これをバッファフル
印刷という。

フォント

同じ外観、サイズ、スタイルの文字、数字、記号また
その他のシンボル等の集合。

プリンタケーブル

コンピュータとプリンタを接続するケーブル。インタ
フェースケーブルとも呼ばれる。

プロポーショナル文字

印刷される文字により、印刷幅を変えて印刷する文字
のこと。

ページ記述言語

１ページ分のテキスト（文字）やグラフィック（図形）の
データ、位置情報などを正確に表すための言語。

ページプリンタ

ページ単位で印刷を行うプリンタ。

ポイント（文字の）

印刷される活字の大きさの単位で、1ポイントは1/72
インチ。
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ポート

プリンタなどの装置をコンピュータに接続するために
使うコネクタ。

ポートレート

用紙を縦長にした内容で印刷する印刷フォーマットの
一つ。

メモリ

データを保存する装置。または情報やプログラムの一
時的な記憶場所。

ランドスケープ

用紙を横長にした内容で印刷する印刷フォーマットの
一つ。

連量

用紙の重さを表す単位。一般に788×1091mmのサイ
ズの用紙1000枚当たりの重さをいう（マニュアルで使
用している用紙の連量は、70kg）。
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増設RAMサブボード .......................................................... 42
サブボードの取り付け ................................................ 42
テスト印刷 ..................................................................... 44

増設カセット ........................................................................ 23
取り付け ......................................................................... 23

増設ホッパ ................................................................... 13, 14
設置に必要なスペース ................................................ 14
テスト印刷 ..................................................................... 20
取り外し ......................................................................... 22
プリンタの設定 ............................................................. 17
ホッパの選択 ................................................................. 18
用紙のセット ................................................................. 16

た
タイムチャート .................................................................... 57
定形外用紙 ............................................................................ 50
定形用紙 ................................................................................ 48
ディスプレイ表示一覧 ....................................................... 93
テキストモード .................................................................... 59
テスト印刷のプリント結果 ............................................... 82
電気的特性 ............................................................................ 58
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